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　6月10日、民話の駅蘇民で、ふたみしょうぶフェスタが開催されました。

　この日、しょうぶはまだ咲きそろっていませんでしたが、ヨーヨー釣りや

二見シーパラダイスの動物にちなんだクイズ、ザリガニ釣りなどの催しが行

われ、子どもたちの歓声が、梅雨の晴れ間にこだましていました。

　なお例年は、6月中旬〜下旬に見ごろを迎えます。

ふたみしょうぶフェスタ
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市税
148億円

（35.3%）

繰入金
16億4,547万7千円

（3.9%）

使用料など
12億7,225万2千円

（3.0%）

地方交付税
84億1,000万円

（20.1%）
国庫支出金

49億4,632万1千円
（11.8%）

市債
40億2,030万円

（9.6%）

県支出金
19億6,005万3千円

（4.7%）

その他
48億4,934万7千円

（11.6%）

歳入
419億375万円

自主財源
190億6,407万6千円（45.5％）

依存財源
228億3,967万4千円（54.5％）

民生費
129億8,405万2千円

（31.0%）

総務費
44億1,584万3千円

（10.5%）
公債費

50億4,534万8千円
（12.0%）

土木費
59億9,354万1千円

（14.3%）

衛生費
44億7,301万2千円

（10.7%）

教育費
46億2,127万9千円

（11.0%）

消防費
19億9,250万5千円

（4.8%）

そのほか
23億7,817万円

（5.7%）

歳出
419億375万円

所信を述べる森下市長

　

平
成
18
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
政

※

策
予
算
）
が
、
6
月
市

議
会
定
例
会
で
審
議
さ
れ
、
決

定
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

関
係
が
深
い
一
般
会
計
を
中
心

に
、平
成
18
年
度
補
正
予
算
（
政

策
予
算
）
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
市
が
取
り
組
む
施
策
や
事
業
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
予
算
。

財政課（☎㉑ 5529）

一般会計予算歳入一般会計予算歳出（目的別）

〜旧４市町村の平成17年度当初予算合計額と比べて1.4％減〜

合
併
に
配
慮
し
た
節
度

あ
る
緊
縮
型
予
算

内	

訳

一般会計 419億375万円 （ －1.4％）

特別会計 314億6,155万2千円 （ + 8.0％）

企業会計 207億1,207万4千円 （ + 0.0％）

（  ）内は、旧４市町村の平成17年度当初予算合計額との増減比です。

平成 18年度予算

総額　940 億 7,737 万 6 千円　

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
3
月
に

骨
格
予
算
と
し
て
編
成
し
た
当
初

予
算
に
肉
付
け
を
行
う
も
の
で
、

合
併
後
初
め
て
の
実
質
的
な
新
市

の
予
算
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
合
併
協
議
の
経
緯

を
尊
重
し
、
旧
4
市
町
村
か
ら
引

き
継
い
だ
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
に
配

慮
す
る
も
の
で
、
基
本
的
に
は
行

政
の
継
続
性
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い

と
、
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
で
あ
ろ

う
地
方
財
政
の
状
況
を
考
え
合
わ

せ
、
少
し
で
も
堅
実
に
財
政
運
営

が
で
き
る
よ
う
「
合
併
に
配
慮
し

た
節
度
あ
る
緊
縮
型
予
算
」
の
編

成
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
大
人
も
子
ど
も
も
「
伊

勢
は
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
ま
ち

で
あ
る
」
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

「
市
民
が
誇
り
を
持
て
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
市
政
を
進
め
て

い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
の
お
力
添

え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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民生費… 94,911 円 衛生費… 32,697 円
高齢者福祉・児童福祉など 保健衛生やごみ・し尿の処理など

土木費… 43,811 円 総務費… 32,279 円
道路・河川・都市計画など 市全般の管理事務など

公債費… 36,880 円 消防費… 14,565 円
市の借入金の返済 消防・救急・救助など

教育費… 33,781 円 そのほか… 17,383 円
小・中学校や幼稚園の整備、社会教育など 農林水産・商工業の振興など

　　　　　　　　　　…合計…………………306,307円
※目的別の各項目を、5月末現在の人口：136,803人（外国人登録者を含む）で割ったものです。

市民税… 46,420 円

固定資産税… 47,410 円

都市計画税… 7,069 円

市たばこ税… 5,629 円

軽自動車税… 1,645 円

合計… 108,173円
※市税148億円の各項目を、5月末現在の人
口：136,803人（外国人登録者を含む）で割っ
たものです。

総
合
計
画
策
定
事
業

　

行
政
・
公
共
的
団
体
・
公
募

し
た
市
民
な
ど
で
構
成
す
る
ま

ち
づ
く
り
市
民
会
議
を
設
立
し
、

2
年
間
か
け
て
総
合
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

大
湊
地
区
コ
ミ
�
ニ
テ
�
セ
ン

タ
ー
新
築
事
業

　

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

お
よ
び
一
時
避
難
所
と
し
て
、

大
湊
地
区
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
を
建
設
し
ま
す
。

不
妊
治
療
費
助
成
事
業

　

少
子
化
対
策
と
し
て
、
不
妊

治
療
に
か
か
る
経
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

産
直
市
支
援
事
業

　

中
心
市
街
地
商
店
街
の
空
き

店
舗
に
、
産
直
市
施
設
を
設
置

し
、
地
産
地
消
の
推
進
と
商
店

街
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

豊
北
漁
港
津
波
危
機
管
理
対
策

緊
急
事
業

　

高
潮
対
策
や
地
震
に
よ
る
津

波
対
策
と
し
て
、
漁
港
の
陸り
く
こ
う閘

門も
ん（

海
水
の
浸
入
を
防
ぐ
た
め
、

漁
港
周
辺
に
設
置
す
る
防
潮
門も
ん

扉ぴ

）
の
改
良
整
備
を
行
い
ま
す
。

家
庭
用
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
推

進
事
業

　

家
庭
に
お
け
る
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
（
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
や
小
型
風
力
発
電
シ
ス
テ

ム
な
ど
）
の
導
入
を
促
進
す
る

た
め
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

な
ど
の
設
置
に
か
か
る
経
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

民
俗
伝
統
行
事
推
進
事
業

　

次
世
代
へ
の
民
俗
文
化
財
の

継
承
を
推
進
す
る
た
め
、
記
録
・

保
存
に
要
す
る
経
費
を
助
成
し

ま
す
。

小
・
中
学
校
整
備
事
業

　

学
校
に
門
扉
・
フ
�
ン
ス
な

ど
を
設
置
し
、
児
童
・
生
徒
の

安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。

中
学
校
給
食
施
設
建
設
事
業

　

平
成
20
年
9
月
か
ら
の
中
学

校
給
食
完
全
実
施
を
目
指
し
、

共
同
調
理
場
の
設
計
に
着
手
し

ま
す
。

総額419億375万円

市民1人当たりに使われるお金市民一人当たりが
負担するお金
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住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や
高

度
化
、
逼ひ
っ
ぱ
く迫
し
た
財
政
状
況
な

ど
に
よ
り
、
市
役
所
だ
け
で
公

共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

は
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
、
市
役
所
を
は

じ
め
、
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
（
地
域
社
会
）
な
ど
地
域

の
皆
さ
ん
が
役
割
分
担
を
行
い
、

協
働
を
進
め
る
「
地
域
経
営
」

が
必
要
で
す
。　

　

そ
の
中
で
市
役
所
は
、「
地

域
経
営
の
核
」
と
な
り
、
地
域

の
多
様
な
主
体
を
調
整
し
て
い

く
役
割
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
調
整
機
能
を
十
分

に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
行
財

政
基
盤
を
充
実
・
強
化
し
、
時

代
の
変
化
に
対
応
で
き
る
市
役

所
を
目
指
し
て
、
行
財
政
改
革

を
行
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
の
市
町
村
合
併
に

よ
り
、
市
の
行
財
政
規
模
は
拡

充
し
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
地
方
分
権
や
三
位

一
体
改
革
と
い
っ
た
国
の
構
造

改
革
が
市
の
財
政
に
与
え
る
影

響
は
大
き
く
、
ま
た
、
今
後
少

　

行
財
政
改
革
は
、
そ
れ
自
体

が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
が
求
め
る
ま
ち
づ
く

り
を
行
う
た
め
に
、
必
要
な
財

源
を
生
み
出
し
た
り
、
必
要
な

体
制
を
整
備
す
る
た
め
に
進
め

る
も
の
で
す
。

　

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
は
、

次
に
掲
げ
る
考
え
方
を
基
本
に

進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
人
材
力
・
組
織
力
主
義

　

一
人
ひ
と
り
の
職
員
の
行
動

原
理
や
心
構
え
を
重
要
視
し
、

そ
れ
を
組
織
力
へ
と
つ
な
げ
て

い
け
る
組
織
風
土
を
形
成
し
ま

す
。

◆
現
場
主
義

　

現
場
に
よ
り
近
い
と
こ
ろ
に

権
限
と
責
任
を
委
譲
し
、
創
造

的
・
機
動
的
な
組
織
を
目
指
し

ま
す
。

地
域
経
営
を

基
本
理
念
と
し
た

行
財
政
改
革

行
財
政
改
革
推
進
の

基
本
的
な
考
え
方

〜自立した持続可能な自治体を 目指して〜 行政改革推進課（☎㉑ 5539）

子
・
高
齢
化
が
高
い
水
準
で
推

移
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

財
政
運
営
が
年
々
厳
し
さ
を

増
す
中
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
、
満
足
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
な
、
自
立
し
た
持
続
可
能

な
自
治
体
を
目
指
し
て
、
行
財

政
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
は
、
行
財
政
改
革
を
よ
り
一
層
進
め
る
た

め
、
行
財
政
改
革
の
基
本
理
念
を
定
め
た
「
伊

勢
市
行
財
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
基
に
、
今
後
具
体
的
な
実
施
計
画
を

策
定
し
て
い
き
ま
す
。
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◆
成
果
・
個
性
重
視

　

市
民
の
暮
ら
し
が
ど
う
変
わ

る
か
と
い
っ
た
成
果
を
常
に
意

識
し
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
・

感
性
を
重
視
し
た
組
織
運
営
を

目
指
し
ま
す
。

◆
戦
略
志
向
・
市
場
原
理

　

戦
略
的
に
優
先
順
位
を
付
け

て
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
最
も
適
し
た
公
共
サ

ー
ビ
ス
の
担
い
手
の
選
択
を
行

い
、
限
ら
れ
た
資
源
の
有
効
配

分
を
図
り
ま
す
。

◆
市
民
志
向

　

市
民
の
満
足
度
を
価
値
基
準

と
し
、
行
政
活
動
の
効
果
・
成

果
の
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、

市
民
に
対
し
、
説
明
責
任
を
果

た
し
ま
す
。

　

「
自
立
し
た
持
続
可
能
な
自

治
体
」
を
目
指
す
こ
と
か
ら
、

「
自
立
」
と
い
う
言
葉
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

柄
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

「
自
立
」
と
は
、財
政
的
に
も
、

政
策
を
形
成
し
て
い
く
上
で
も
、

自
分
た
ち
が
考
え
、
決
定
し
、

そ
の
結
果
に
責
任
を
負
う
も
の

で
す
。

財
政
健
全
化

〜
財
政
的
な
自
立
〜

　

中
長
期
的
な
財
政
計
画
を
立

て
、
財
政
悪
化
の
原
因
を
詳
し

く
調
べ
、
改
善
を
行
い
、
自
立

し
た
財
政
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

個
別
方
針

● 

歳
入
の
一
層
の
確
保
に
努
め

ま
す

● 

歳
出
の
可
能
な
限
り
の
削
減

を
行
い
ま
す

● 

債
務
を
整
理
し
て
い
き
ま
す

● 

財
産
の
効
率
的
・
効
果
的
運

用
を
図
り
ま
す

市
役
所
改
革

〜
組
織
と
し
て
の
自
立
〜

　

市
役
所
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

主
体
と
し
て
、
組
織
・
職
員
と

も
に
、
よ
り
自
立
し
、
専
門
性

が
高
く
、
効
率
の
よ
い
状
態
を

目
指
し
ま
す
。

個
別
方
針

● 

効
率
的
な
組
織
に
見
直
し
ま

す● 

意
識
、
能
力
の
高
い
職
員
を

育
成
し
ま
す

● 

改
善
の
風
土
を
根
付
か
せ
ま

す市
民
力
活
性
化

〜
自
立
し
た
地
域
〜

　

自
治
会
や
市
民
活
動
団
体
な

ど
、
多
種
多
様
な
主
体
の
そ
れ

ぞ
れ
が
自
立
し
、
誇
り
を
持
て

る
よ
う
な
状
態
を
目
指
し
ま
す
。

個
別
方
針

● 

行
政
情
報
の
提
供
、
住
民
と

の
共
有
を
目
指
し
ま
す

● 

市
民
と
と
も
に
考
え
行
動
し

ま
す

● 

市
民
活
動
の
自
立
を
支
援
し

ま
す

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

　

伊
勢
市
行
財
政
改
革
大
綱
に

基
づ
く
行
財
政
改
革
の
実
施
に

当
た
っ
て
は
、
9
月
ま
で
に
実

施
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

実
施
計
画
は
、
期
限
を
設
定

し
、
可
能
な
限
り
目
標
を
数
値

化
す
る
な
ど
、
分
か
り
や
す
い

も
の
に
し
ま
す
。

　

実
施
計
画
や
そ
の
進
み
具
合

に
つ
い
て
は
、
行
政
改
革
推
進

委
員
会
お
よ
び
市
議
会
に
報
告

す
る
と
と
も
に
、「
広
報
い
せ
」

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表

し
ま
す
。

　

大
綱
に
関
す
る
ご
質
問
や
ご

意
見
な
ど
に
つ
い
て
は
、
同
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
大
綱
は
、
各
総
合
支

所
地
域
振
興
課
・
各
支
所
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

:

/
/
w

w
w

.city.ise.m
ie.jp

）
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

改
革
の
キ
ー
ワ
ー
ド

〜自立した持続可能な自治体を 目指して〜
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家
具
固
定

一
般
木
造
住
宅
耐
震
診
断

　

東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震

な
ど
の
大
規
模
な
地
震
の
発
生

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
震
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
の
普

段
か
ら
の
備
え
が
あ
れ
ば
、
被

害
を
減
ら
す
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　

大
規
模
地
震
発
生
直
後
は
、

防
災
関
係
機
関
が
、
す
ぐ
に
救

出
・
救
助
に
向
か
う
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、「
自
分
の
身
は
自

分
で
守
る
」
を
合
言
葉
に
、
自

身
自
身
で
で
き
る
防
災
対
策
に

取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
次
の
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

対
象
住
宅

　

次
の
項
目
を
す
べ
て
満
た
す

も
の

●  

建
築
時
期
…
昭
和
56
年
5
月

31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
、
現
在

完
成
し
て
い
る

●  

構
造
…
木
造
住
宅
（
在
来
工

法
・
伝
統
的
工
法
な
ど
）

●  

階
数
…
2
階
建
て
以
下

●  

規
模
…
延
床
面
積
３
０
０
㎡

（
約
90
坪
）
以
下

●  

用
途
…
専
用
住
宅
、
共
同
住

宅
・
長
屋
建
て
住
宅
（
居
住
者

の
承
諾
が
必
要
）、
併
用
住
宅

（
延
床
面
積
の
1/2
以
上
を
住
宅

の
用
に
使
用
し
て
い
る
）

●  

市
内
在
住
の
人
が
市
内
に
所

有
し
て
い
る

※
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
・
枠
組
壁
（
ツ

ー
バ
イ
フ
ォ
ー
）
工
法
・
丸
太

組
工
法
（
ロ
グ
ハ
ウ
ス
な
ど
）

は
、
対
象
外
で
す
。

診
断
内
容　

間
取
り
（
壁
の
配

置
）
の
確
認
、
床
下
・
天
井
裏

を
見
る
な
ど
の
現
地
調
査
（
診

断
時
間

：

１
時
間
程
度
）

診
断
戸
数　

５
０
０
戸
（
１
人

に
つ
き
１
戸
）

診
断
料　

無
料

申
込　

印
章
お
よ
び
確
認
書
類

（
建
築
年
月
・
延
床
面
積
・
構

造
な
ど
が
確
認
で
き
る
も
の
）

を
持
参
し
、
同
課
・
各
総
合
支

所
地
域
振
興
課
・
各
支
所
へ

対
象
世
帯

　

世
帯
を
構
成
す
る
全
員
が
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世

帯●  

70
歳
以
上

●  

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る

●  

療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る

件
数　

２
５
０
件
（
１
世
帯
に

つ
き
１
回
、
固
定
家
具
は
3
台

ま
で
）

取
付
料　

無
料

申
込　

印
章
を
持
参
し
、
同
課
・

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
・
各

支
所
へ

防災防犯課（☎㉑5523）
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耐震補強の事前説明会

と　　き と　こ　ろ

8 月 5 日㈯・午後 7 時～ 市役所東庁舎 4-3 会議室　

8 月 6 日㈰・午前 9 時～ 市役所東庁舎 4-3 会議室

8 月 7 日㈪・午後 7 時～ 小俣総合支所第 1 会議室

8 月 8 日㈫・午後 7 時～ 御薗総合支所学習室

※事前の申し込みが必要です。出席を希望する人は、電話で同課へ。 
　（申込数により日程を調整する場合があります）

表①　減額される額

住宅の床面積 減額される額

　   120㎡以下 　　 改修した住宅の固定資産税額の2分の1

　   120㎡超
　　 改修した住宅の床面積120㎡分の

　　 固定資産税額の2分の1

※都市計画税は減額されません。

表②　減額期間

耐震改修完了期間 固定資産税の減額期間

平成18年1月1日～　　　
　　平成21年12月31日

耐震改修完了年の翌年度から3年度分

平成22年1月1日～　　　
　　平成24年12月31日

耐震改修完了年の翌年度から2年度分

平成25年1月1日～　　　
　　平成27年12月31日

耐震改修完了年の翌年度から1年度分

一
般
木
造
住
宅

耐
震
補
強
工
事
の
補
助

　

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に

着
工
さ
れ
、
現
在
完
成
し
て
い

る
在
来
軸
組
工
法
に
よ
る
木
造

住
宅
で
、
三
重
県
木
造
住
宅
耐

震
診
断
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
く

耐
震
診
断
の
結
果
、「
倒
壊
ま

た
は
大
破
壊
の
危
険
性
が
高
い
」

と
診
断
さ
れ
た
も
の
を
、「
一

応
安
全
」
と
言
え
る
住
宅
に
す

る
た
め
の
補
強
工
事
に
か
か
る

経
費
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
住
宅

　

次
の
項
目
を
す
べ
て
満
た
す

も
の

●  

一
定
数
以
上
の
住
宅
が
立
ち

並
ん
だ
地
域
に
あ
り
、
居
住
者

が
高
額
所
得
者
で
な
い
か
、
60

歳
以
上
の
人
の
み

●  

市
が
実
施
し
た
無
料
耐
震
診

断
を
受
け
た
、
ま
た
は
三
重
県

木
造
住
宅
耐
震
診
断
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
基
づ
い
て
、
三
重
県
木
造

住
宅
耐
震
診
断
講
習
受
講
者
の

所
属
す
る
建
築
事
務
所
が
実
施

し
た
診
断
を
受
け
た

補
助
戸
数　

15
戸
（
申
込
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

限
度
額　

61
万
円
（
総
合
評
点

の
判
定
に
か
か
る
費
用

：

１
万

円
を
含
む
）

申
込　

8
月
21
日
㈪
ま
で
に
、

印
章
お
よ
び
木
造
住
宅
耐
震
診

断
判
定
書
（
報
告
書
）
を
持
参

し
、
同
課
・
各
総
合
支
所
地
域

振
興
課
・
各
支
所
へ

耐
震
補
強
の
事
前
説
明
会

　

左
表
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

…

住
宅
耐
震
改
修
に
伴
う

固
定
資
産
税
の
減
額
措
置

　

	

課
税
課
固
定
資
産
税
係

　

							

（
☎
㉑
５
５
３
３
）

減
額
さ
れ
る
額
・
減
額
期
間　

　

表
①
②
の
と
お
り

申
込　

耐
震
改
修
が
完
了
し
た

日
か
ら
3
カ
月
以
内
に
、
次
の

必
要
書
類
を
、
同
課
・
各
総
合

支
所
税
務
課
へ

必
要
書
類

●  

耐
震
改
修
住
宅
に
対
す
る
固

定
資
産
税
の
減
額
申
告
書

●  

地
方
税
法
施
行
規
則
附
則
第

7
条
第
6
項
の
規
定
に
基
づ
く

証
明
書
ま
た
は
住
宅
性
能
評
価

書
の
写
し

●  

耐
震
改
修
工
事
領
収
書

　

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か

ら
存
在
す
る
住
宅
に
つ
い
て
、

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
耐

震
改
修
が
行
わ
れ
た
場
合
、
当

該
住
宅
に
か
か
る
固
定
資
産
税

を
減
額
し
ま
す
。

要
件

●  

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か

ら
存
在
す
る
住
宅
の
耐
震
改
修

で
あ
る

●  

現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
す

る
耐
震
改
修
で
あ
る

●  
平
成
18
年
１
月
１
日
〜
平
成

27
年
12
月
31
日
に
、
耐
震
改
修

が
完
了
し
て
い
る

●  

耐
震
改
修
に
要
し
た
費
用
の

総
額
が
、
１
戸
あ
た
り
30
万
円

以
上
で
あ
る
（
耐
震
改
修
に
直

接
関
係
の
な
い
壁
の
張
り
替
え
・

屋
根
の
ふ
き
替
え
な
ど
の
費
用

を
除
く
）
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行政改革推進課（☎㉑ 5539）

新たに指定管理者制度を導入する施設

施設名称 所在地 指定期間 指定管理者

平家の里利用施設

平家の里キャンプ村 矢持町菖蒲216
H18.9.1 ～ H21.3.31 伊勢市矢持平家の里振興会

農林漁業体験実習館ほか 矢持町下村416-3ほか

神社海の駅 神社港68-1 H18.8.1 ～ H21.3.31
特定非営利活動法人 
神社みなとまち再生グループ

二見地域農産物等 
活用型総合交流促進施設 
(二見しょうぶロマンの森)

二見町松下1335 H18.9.1 ～ H23.3.31
二見町しょうぶロマンの森 
維持管理組合

伊勢河崎商人館 河崎2-25-32 H18.9.1 ～ H21.3.31
特定非営利活動法人　伊勢河崎まち
づくり衆

伊勢古市参宮街道資料館 中之町69 H18.9.1 ～ H21.3.31 伊勢古市参宮街道資料館運営委員会

賓日館 二見町茶屋566-2 H18.9.1 ～ H21.3.31
特定非営利活動法人　二見浦・賓日
館の会

朝熊ふれあい会館 朝熊町1433 H18.9.1 ～ H23.3.31 朝熊町自治会

サンライフ伊勢 八日市場町13-13 H18.9.1 ～ H23.3.31
社団法人　伊勢・鳥羽・度会地域 
中小企業勤労者福祉サービスセンター

福祉健康センター 八日市場町13-1
H18.9.1 ～ H23.3.31 社会福祉法人　伊勢市社会福祉協議会身体障害者福祉センター 八日市場町13-1 

(福祉健康センター内)伊勢老人福祉センター

デイサービスセンター

みなとデイサービスセンター 神社港262-1
H18.9.1 ～ H23.3.31 社会福祉法人　伊勢市社会福祉協議会

二見デイサービスセンター 二見町茶屋310

児童館

中央児童センター
八日市場町13-1 
(福祉健康センター内)

H18.9.1 ～ H23.3.31 社会福祉法人　伊勢市社会福祉協議会
小俣児童館 小俣町元町662-1
明野児童館 小俣町新村399-3

放課後児童健全育成施設

二見こども未来クラブ 二見町茶屋63-4 H18.9.1 ～ H23.3.31 社会福祉法人　伊勢市社会福祉協議会

心身障害者授産施設

ひまわり授産所
八日市場町13-1 
(福祉健康センター内)

H18.9.1 ～ H23.3.31 社会福祉法人　伊勢市社会福祉協議会工房そみん 二見町茶屋352
小俣さくら園 小俣町宮前577-1
御薗しらぎく園 御薗町長屋415-1

重度身体障害者デイサー
ビスセンター(くじら)

黒瀬町562-3 H18.9.1 ～ H23.3.31 社会福祉法人　伊勢市社会福祉協議会

二見健康管理増進センター 二見町松下526 H18.9.1 ～ H23.3.31 二見町松下区

地区コミュニティセンター

三津コミュニティセンター 二見町三津301

H18.9.1 ～ H23.3.31

三津区自治会
江コミュニティセンター 二見町江683 江区自治会
西コミュニティセンター 二見町西866 西区自治会
光の街コミュニティセンター 二見町光の街1019-4 光の街区自治会

中村会館 中村町898 H18.9.1 ～ H23.3.31 中村町自治会
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市
民
の
皆
さ
ん
が
利
用
す
る

公
の
施
設
は
、
市
が
直
接
管
理

を
す
る
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
は
、

市
の
出
資
法
人
や
自
治
会
な
ど

の
公
共
的
団
体
な
ど
に
限
定
し

て
、
管
理
を
委
託
す
る
こ
と
が

可
能
で
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
15
年
9
月
に

「
指
定
管
理
者
制
度
」
が
導
入

さ
れ
、民
間
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ（
民

間
非
営
利
団
体
）
な
ど
幅
広
い

団
体
の
中
か
ら
、
市
が
指
定
し

た
者(

指
定
管
理
者)

に
管
理

を
委
ね
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
す
で
に
一
部
の
施
設

で
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し

て
い
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
制
度
は
、
民
間

の
能
力
を
活
用
し
て
、
施
設
の

効
果
的
・
効
率
的
な
管
理
を
行

い
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

経
費
の
削
減
を
図
る
こ
と
な
ど

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
に
向
け
、
手
続
き
中
の
施

設
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

施設名称 所在地 指定期間 指定管理者
公民館

高麗広公民館 宇治今在家町 511

H18.9.1 ～ H23.3.31

伊勢市立高麗広公民館運営委員会
下小俣公民館 小俣町元町 1282-1 下小俣自治会
高畑公民館 小俣町宮前 787-3 高畑自治区
新高公民館 御薗町高向 686-8 新高地区自治会連合会
高向公民館 御薗町高向 2589-1 高向地区自治会
王中島公民館 御薗町王中島 594 王中島地区自治会
新開公民館 御薗町新開 941 新開地区自治会
上長屋公民館 御薗町長屋 260-1 上長屋地区自治会
中長屋公民館 御薗町長屋 1074-1 中長屋地区自治会
下長屋公民館 御薗町長屋 1599-2 下長屋地区自治会
上條公民館 御薗町上條 88 上條地区自治会
小林公民館 御薗町小林 343 小林地区自治会
上條公民館分館 御薗町上條 1153-1 上條地区自治会

学習等供用施設
村松町民会館 村松町 4011-1

H18.9.1 ～ H23.3.31

村松町会
東豊浜町土路区町民会館 東豊浜町 1089 東豊浜町土路区町会
西豊浜町上区町民会館 西豊浜町 40 西豊浜町上区自治会
柏町民会館 柏町 528 柏町会
船江会館 船江 1-5-44 船江連合会
坂東会館 中須町 406-4 坂東自治会
有滝町民会館 有滝町 2638 有滝町会
小川町民会館 西豊浜町 3657-3 小川町町内会
田尻町民会館 田尻町甲 239 田尻町会
辻久留台会館 辻久留町 545-155 辻久留台自治会
昭和苑会館 上野町 324-5 昭和苑自治会
樫原町民会館 樫原町 113-1 樫原町会
東大淀町民会館 東大淀町 201-1 東大淀町会
植山町民会館 植山町 486 植山町自治会
溝口会館 二見町溝口 516-1 溝口区
湯田公民館 小俣町湯田 554-1 湯田自治区

明野公民館
小俣町明野 1445-1・
1445-2

明野第一第二自治区

宮前公民館
小俣町宮前 433・
434-1

宮前自治区

上惣公民館 小俣町相合 999-6 上惣自治区

すでに指定管理者制度を導入している施設

施設名称 所在地 指定期間 指定管理者
いせ市民活動センター 岩渕 1-2-29 H17.4.1 ～ H21.3.31 特定非営利活動法人　いせコンビニネット
生涯学習センター 黒瀬町 562-12 H18.4.1 ～ H21.3.31 特定非営利活動法人　まなびの広場
観光文化会館、同駐車場 岩渕 1-13-15 H18.4.1 ～ H21.3.31 特定非営利活動法人　まなびの広場
伊勢図書館 八日市場町 13-35 H18.4.1 ～ H21.3.31 株式会社　図書館流通センター
養護老人ホーム万亀会館 二俣町 577-1 H17.4.1 ～ H22.3.31 社会福祉法人　伊勢医心会

※施設名称のうち、「伊勢市」や「伊勢市立」の表記は省略しています。
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次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

み
こ
し
の
担
ぎ
手

対
象　

中
学
生
以
上

※
2
〜
3
回
の
練
習
が
あ
り
ま

す
。

※
法は

っ

ぴ被
・
腹
掛
け
・
股
引
き
・

帯
は
貸
し
出
し
ま
す
。

参
宮
道
中

　

小
俣
図
書
館
〜
会
場
を
、
み

こ
し
と
一
緒
に
歩
き
ま
す
。

※
子
ど
も
の
参
加
も
歓
迎
し
ま

す
。

※
衣
装
は
貸
し
出
し
ま
す
。
た

だ
し
、
足
袋
は
各
自
で
準
備
し

て
く
だ
さ
い
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火

　

花
火
を
打
ち
上
げ
る
際
に
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

自
分
の
決
意
・
お
祝
い
の
言

葉
な
ど
を
花
火
に
込
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

料
金　

３
０
０
０
円
程
度

※
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
20
字
以
内

で
す
。

申
込　

8
月
10
日
㈭
ま
で
に
、

同
事
務
局
へ

対
象
作
品　

お
ば
た
ま
つ
り
当

日
の
写
真（
四
つ
切
り
サ
イ
ズ
）

※
作
品
は
、小
俣
図
書
館
2
階
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

応
募
方
法　

9
月
１
日
㈮
ま
で

に
、
写
真
（
裏
面
に
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
題
名
を
記
入
）

を
、
同
事
務
局
へ

※
応
募
者
全
員
に
粗
品
を
進
呈

し
ま
す
。

※
原
則
と
し
て
、
応
募
作
品
は

返
却
し
ま
せ
ん
。

と　き	 8月19日㈯、午後1時〜9時30分
	 （荒天の場合は 20日㈰に順延）
ところ	 宮川親水公園（小俣町元町）

小俣町の夏の風物詩・おばたまつりでは、川渡しみこし・

花火・出店など、たくさんのイベントを開催します。 小俣総合支所地域振興課内・
おばたまつり実行委員会事務局（☎㉒ 7858）

　

会
場
周
辺
道
路
は
交
通
規
制

を
行
い
ま
す
。
警
備
員
の
誘
導

に
従
っ
て
安
全
に
通
行
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
一
般
用
駐
車
場
は
、

大
変
混
雑
し
ま
す
。
無
料
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
や
公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

無
料
シ
�
ト
ル
バ
ス

発
着
場　

小
俣
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
明
野
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
南
伊
勢

※
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
利
用
す
る

人
は
、
各
発
着
場
の
駐
車
場
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

運
行
時
間　

各
発
着
場
と
も
1

時
間
に
3
本
程
度
運
行
し
ま
す
。

一
般
用
駐
車
場

宮
川
堤
（
度
会
橋
北
側
）

障
害
者
用
駐
車
場

　

障
害
者
用
駐
車
場
を
設
け
て

あ
り
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
8

月
18
日
㈮
ま
で
に
、
同
事
務
局

へ
。（
駐
車
券
を
発
行
し
ま
す
）

13：00〜　カヌー体験
　「渡し体験の池」でカヌーを体験します。

　スタッフが指導しますので、初めての人も気軽に

参加してください。

　対象　5歳以上

　※小学3年生以下は、保護者同伴とします。

　定員　150人（先着順）

　受付　会場内・東
あずま

屋
や

（渡し体験の池付近）へ

13：30〜　みこしの練り歩き・川渡し
　小俣町内（ 伊勢農業協同組合小俣支店～小俣図書

館～ＪＲ宮川駅～会場）を舟みこしが練り歩きます。

　なお、かつて参宮街道をにぎわした「おかげ参り」

の人々を再現し、当時の衣装をまねた「参宮道中」

が、みこしと一緒に歩きます。

　また、会場に到着後、「宮川の渡し」を再現し、

宮川を渡ります。

15：00〜　出店
　たくさんの出店が並びます。

17：00〜　ステージイベント
　さまざまな催しが、会場を盛り

 上げます。

20：30〜　花火
　ナイアガラ・スターマイン・

 手筒花火などが夜空と水面を彩ります。

　※時間・内容などについては、

　変更することがあります。

スケジュール募  

集

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

参
加
費
な
ど
の
記
載
の

な
い
も
の
は
無
料

第10回 おばたまつり第10回 おばたまつり

来
場
案
内

来
場
案
内
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合
併
前
の
旧
4
市
町
村
で
な

さ
れ
て
い
た
都
市
宣
言
の
う
ち
、

そ
の
実
現
が
市
民
総
意
の
願
い

で
あ
り
、
引
き
続
き
、
地
域
社

会
が
一
体
と
な
�
て
、
そ
の
取

り
組
み
を
一
層
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
6
つ
の
宣
言

が
、
6
月
市
議
会
定
例
会
で
議

決
さ
れ
ま
し
た
�

　

よ
り
よ
い
地
域
社
会
を
実
現

し
て
い
く
た
め
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
共
に
、
こ
れ
ら
の
宣
言

に
基
づ
い
た
取
り
組
み
を
行
�

て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
�

　

6
つ
の
都
市
宣
言
は
次
の
と

お
り
で
す
�

伊
勢
市
非
核
平
和
都
市
宣
言

　

世
界
の
恒
久
平
和
は
、
人
類

共
通
の
願
い
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
世
界
で
唯
一
の

核
被
爆
国
民
と
し
て
、
ま
た
、

日
本
国
憲
法
の
精
神
に
基
づ
き
、

核
兵
器
の
廃
絶
と
軍
備
縮
小
を

全
世
界
に
訴
え
る
と
と
も
に
、

「
持
た
ず
・
作
ら
ず
・
持
ち
込

ま
せ
ず
」
の
非
核
三
原
則
が
完

全
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
希
求

し
、
市
民
の
平
和
と
幸
福
を
願

い
、
こ
こ
に
「
非
核
平
和
都
市
」

を
宣
言
し
ま
す
。

伊
勢
市
人
権
尊
重
都
市
宣
言

　

す
べ
て
国
民
は
、
日
本
国
憲

法
の
も
と
、
基
本
的
人
権
が
保

障
さ
れ
自
由
で
平
等
な
社
会
の

実
現
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
実
の
社

会
生
活
に
お
い
て
は
、
今
な
お

人
権
が
侵
害
さ
れ
る
事
象
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

今
こ
そ
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
人
権
尊
重
の
精
神
に
徹
し
、

よ
り
豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

よ
っ
て
私
た
ち
は
、
自
ら
の

人
権
意
識
を
高
め
、
す
べ
て
の

人
々
の
人
権
が
守
ら
れ
る
心
豊

か
で
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
社

会
を
築
く
た
め
、
こ
こ
に
「
人

権
尊
重
都
市
」
を
宣
言
し
ま
す
。

伊
勢
市
健
康
文
化
都
市
宣
言

　

私
た
ち
の
ま
ち
伊
勢
市
は
美

し
い
自
然
や
悠
久
の
歴
史
、
深

い
文
化
を
守
り
育
て
て
き
ま
し

た
。

　

こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
の
な
か

で
、
豊
か
な
心
を
育
み
、
希
望

を
も
っ
て
い
き
い
き
と
生
涯
を

健
康
で
暮
ら
す
こ
と
は
、
私
た

ち
み
ん
な
の
願
い
で
あ
り
、
か

け
が
え
の
な
い
文
化
で
す
。

　

人
々
の
幸
せ
の
源
で
あ
る
「
健

康
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と

し
、
み
ん
な
で
健
康
づ
く
り
の

輪
を
広
げ
、
誰
も
が
こ
の
ま
ち

に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る

元
気
な
ま
ち
伊
勢
市
を
創
造
す

る
決
意
を
こ
め
て
、こ
こ
に「
健

康
文
化
都
市
」を
宣
言
し
ま
す
。

伊
勢
市
交
通
安
全
都
市
宣
言

　

交
通
事
故
の
な
い
、
安
全
で

住
み
よ
い
地
域
社
会
の
実
現
は
、

市
民
す
べ
て
の
願
い
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
交
通
事
故

は
依
然
と
し
て
多
発
し
て
お
り
、

悲
惨
な
交
通
事
故
の
根
絶
は
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
伊
勢
市
は
、
市
民

の
力
を
結
集
し
、
交
通
安
全
意

識
を
高
め
、
交
通
事
故
の
な
い

安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、こ
こ
に「
交

通
安
全
都
市
」を
宣
言
し
ま
す
。

伊
勢
市
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言

　

私
た
ち
は
、
美
し
い
自
然
と

豊
か
な
文
化
に
恵
ま
れ
、
古
く

よ
り
“
お
伊
勢
さ
ん
”
と
親
し

ま
れ
た
こ
の
ま
ち
を
誇
り
と
し
、

男
女
が
性
別
を
超
え
、
世
代
を

超
え
、人
と
し
て
尊
重
し
あ
い
、

喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
あ
い
、

共
に
い
き
い
き
と
自
分
ら
し
く

生
き
る
こ
と
の
で
き
る
伊
勢
市

を
め
ざ
し
て
、
こ
こ
に
「
男
女

共
同
参
画
都
市
」
を
宣
言
し
ま
す
。

伊
勢
市
青
少
年
健
全
育
成
都
市

宣
言

　

青
少
年
が
心
身
と
も
に
健
や

か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、
市
民

一
人
ひ
と
り
の
願
い
で
あ
り
、

そ
の
実
現
は
地
域
社
会
の
大
切

な
使
命
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
次
代
を
に
な
う

青
少
年
一
人
ひ
と
り
が
、
互
い

の
人
格
を
尊
重
し
、
自
己
の
責

任
を
自
覚
し
な
が
ら
、
輝
か
し

い
未
来
を
創
造
す
る
人
間
に
育

つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
願
い
を
実
現
す
る
た
め
、

家
庭
、
学
校
を
は
じ
め
地
域
社

会
が
一
体
と
な
っ
て
青
少
年
の

健
全
育
成
を
目
指
す
こ
と
を
決

意
し
、
こ
こ
に
「
青
少
年
健
全

育
成
都
市
」
を
宣
言
し
ま
す
。

伊
勢
市
の

　

 
都
市
宣
言

総
務
課
（
☎
㉑
５
５
２
０
）

非核平和都市宣言・人権尊重都市宣言
	 …………………人権政策課（☎㉑5545）
健康文化都市宣言	…………………健康課（☎㉗2435）
交通安全都市宣言	……まちづくり推進課（☎㉑5593）
男女共同参画都市宣言	…市民参画交流課（☎㉑5513）
青少年健全育成都市宣言
	 ……生涯学習・スポーツ課（☎㉑5584）
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事
業
の
概
要　
　
　
　
　
　
　

延
長　

１
８
２
１
ｍ
（
横
輪
川

１
２
１
５
ｍ
・
雨あ
ま
ぶ
ち渕
川
６
０
６
ｍ
）

総
事
業
費　

約
41
億
円

工
事
概
要

● 

築
堤
護
岸
工　

１
８
２
１
ｍ

● 

橋
き
ょ
う
り
ょ
う
梁
工　

2
橋
（
馬ま

渕ぶ
ち

橋
・

上
野
橋
）

● 

樋ひ

門も
ん

樋ひ

管か
ん

工　

2
基
（
宮
沼

樋
門
・
津
村
樋
管
）

● 

そ
の
ほ
か　

津
村
バ
イ
パ
ス

の
橋
脚
・
橋
台
工
事

ご
協
力
の
お
願
い

　

工
事
に
伴
い
、
住
民
の
皆
さ

ん
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
工
事
に
伴
う
通

行
制
限
や
大
型
ダ
ン
プ
の
運
行

な
ど
に
つ
い
て
、
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

横
輪
川

災
害
復
旧
助
成
事
業
の
概
要

横
輪
川

災
害
復
旧
助
成
事
業
の
概
要

横
輪
川

災
害
復
旧
助
成
事
業
の
概
要

宮
川
・
横
輪
川
改
修
対
策
室
（
☎
㉑
５
６
４
１
）

工事中

完成

完成予想図

計画平面図
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市職員を募集
（事務職・保育士・保健師・土木技術職・消防職・病院職員）

職員課	 （☎㉑ 5505・㉑ 5506、〒 516-8601 岩渕 1丁目 7-29）
消防本部総務課	（☎㉕ 1206・㉕ 1264、〒 516-0016 神田久志本町 1436-1）
病院総務課	 （☎㉓ 5111：内線 214、〒 516-0014 楠部町 3038）

採用予定人員

①事務職　5人程度、

②事務職（身体障害者を対象とした別

枠）2人程度

③保育士　6人程度

④保健師　3人程度

⑤土木技術職　3人程度

⑥消防職　5人程度

受験資格

【事務職・保育士・保健師・土木技術職】

地方公務員法第16条（ 欠格条項）に該

当しない人で、通勤可能な人

日本国籍を有しない人（ 外国籍の人）

は、永住者または特別永住者の在留資

格を有すること

なお、外国籍の人は採用後、公権力の行

使または公の意思の形成への参画に携

わる職に就くことはできません

【消防職】

日本国籍を有し、地方公務員法第16

条（欠格条項）に該当せず、心身とも健

全で消防業務に支障がない人

受験区分

①事務職

昭和52年4月2日～平成元年4月1日

に生まれた人（ 年齢に応じて試験程度

が異なります）

②事務職（身体障害者を対象とした別枠）

昭和47年4月2日～平成元年4月1日

に生まれた人で、身体障害者手帳の交

付を受け、自力での通勤ができ、介助

者なしに職務の遂行が可能な人

採用試験で活字印刷文（ 文字の大きさ

は 10 ポイント程度）の出題に対応で

きる人（ルーペは使用可）

③保育士

昭和52年4月2日～昭和62年4月1日

に生まれた人（ 年齢に応じて試験程度

が異なります）で、保育士免許を有す

る人または平成19年3月に学校を卒業

し免許取得見込みの人

④保健師

昭和52年4月2日～昭和61年4月1日

に生まれた人（ 年齢に応じて試験程度

が異なります）で、保健師免許を有す

る人または平成19年3月に学校を卒業

し免許取得見込みの人

⑤土木技術職

昭和52年4月2日～平成元年4月1日

に生まれた人（ 年齢に応じて試験程度

が異なります）

⑥消防職

昭和52年4月2日～平成元年4月1日

に生まれた人（ 最終学歴により年齢制

限があります）

申込期間

8月1日㈫～18日㈮（土曜日・日曜日を

除く）、午前8時30分～午後5時15分（事

務職・保育士・保健師・土木技術職は、

月曜日のみ午後7時まで）

申込方法

所定の受験申込書（事務職・保育士・保

健師・土木技術職は職員課交付、消防

職は消防本部総務課交付）に必要事項

を記入し、写真を貼付のうえ、住民票

の写し（ 本人のみ）1通・消防職のみ最

終学歴（中学校を除く）にかかる修了証

明書または修了見込み証明書1通・返

信用封筒2通（住所・氏名を記入、80円

切手を貼付）を添えて、持参または郵

送（8月16日㈬付け消印まで有効）で、

受験者本人が、担当課（事務職・保育士・

保健師・土木技術職は職員課、消防職

は消防本部総務課）へ

なお、郵送の場合は、提出書類に不備

があったときに連絡する必要がありま

すので、必ず連絡先（電話番号）を記

入してください

※募集要項・受験申込書は、職員課にあ

ります。また、市のホームページ（http://

www.city.ise.mie.jp）でも入手できます。

試験日

第1次試験（ 筆記試験、消防職は体力

試験もあります）は 9月17日㈰

第2次試験（ 口述試験、消防職は作文

と健康診断もあります）と第3次試験

（消防職を除く）の日程については、募

集要項をご覧いただくかまたは直接お

問い合わせください

なお、第1次試験の試験結果（ 得点と

順位）を結果通知書にて本人に通知し

ます

発表　10月下旬

採用　平成19年4月1日

給与　伊勢市職員給与条例に基づき支

給します

事務職・保育士・保健師・土木技術職・消防職

採用予定人員

①一般事務員（平成19年4月1日採用）

1人程度

※採用後は、医療に関する事務に従事

し、原則として伊勢市役所への異動は

ありません。

②看護師（平成18年10月1日採用）

8人程度

③看護師（平成19年4月1日採用）

17人程度

受験資格

上記の【事務職・保育士・保健師・土木

技術職】と同じ

また、看護師は夜間勤務が可能な人

受験区分

①一般事務員

昭和54年4月2日～平成元年4月1日

に生まれた人

②看護師（平成18年10月1日採用）

昭和31年4月2日以降に生まれた人で、

看護師免許を有する人

③看護師（平成19年4月1日採用）

昭和32年4月2日以降に生まれた人で、

看護師免許を有する人または平成19

年3月に学校を卒業し、免許取得見込

みの人

申込期間

7月31日㈪～8月21日㈪（ 土曜日・日曜

日を除く）、午前8時30分～午後5時15

分

申込方法

所定の受験申込書に必要事項を記入し、

持参または郵送（8月18日㈮付け消印ま

で有効）で、受験者本人が病院総務課へ

※募集要項・受験申込書は、病院総務

課にあります。また、病院のホームペ

ージ（http://hospital.ise.mie.jp）でも入

手できます。

試験日

①一般事務員

第1次試験（筆記試験）…9月17日㈰

第2次試験（ 口述試験・作文試験・一般

性格診断検査）…第1次試験の合格者

に通知します

②③看護師

小論文・口述試験…8月26日㈯

発表

①一般事務員　10月下旬

②③看護師　9月中旬

給与　伊勢市病院企業職員の給与の種

類及び基準に関する条例、伊勢市病院

企業職員の給与に関する規程に基づき

支給します

病院職員

　市では市町村合併後、職員採用を行わず事務の効率化に取り組み、平成18年3月末に職員を48人削減したところ
ですが、平成19年3月末に60人の職員の退職が予定されることから、次の職種について募集することになりました。
　今後も事務の効率化に取り組み、職員数の適正化を図っていきます。
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「伊勢 1号」伊勢湾航路案内

運	 航	 日

定期運航：7/1 ㈯〜 11/26 ㈰…土曜日・日曜日・祝日 

　　　(7/14〜 8/25・9/29〜 11/24 は金曜日も運航 ) 

※貸し切り運航もできます。( 不定期 )

運 航 時 間 75 分

定 期 料 金 2,000 円 ( 小学生以下 1,000 円・3 歳未満は無料 )

定　　 員 40 人

定期ダイヤ

　神社「海の駅」　　　　中部国際空港 

 7： 00 発 →  8： 15 着 

 12： 30 着 ← 11： 15 発 

 15： 00 発 → 16： 15 着 

 19： 30 着 ← 18： 15 発

※貸し切り運航については、同グループへお問い合わせください。

★

★

★

★

★
★

人権シリーズ (No.7)
実
現
す
る
か

﹁
ネ
バ
ダ
原
爆
展
﹂

　

こ
の
8
月
、
国
立
長
崎
原
爆

死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
（
長

崎
市
）
は
、
米
国
ネ
バ
ダ
州
ラ

ス
ベ
ガ
ス
の
核
実
験
博
物
館
で

の
原
爆
展
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
核
実
験
博
物
館
は
、
昨

年
2
月
、
核
実
験
場
付
近
に
開

館
し
た
施
設
で
、
実
験
場
と
米

国
政
府
の
核
実
験
の
歴
史
に
関

連
し
た
資
料
が
日
常
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

原
爆
展
開
催
は
、
昨
年
3
月

に
、
祈
念
館
職
員
が
博
物
館
を

訪
れ
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ョ
ン

ソ
ン
館
長
に
持
ち
掛
け
た
も
の

で
、
約
１
カ
月
間
の
開
催
で
、

背
中
に
ケ
ロ
イ
ド
を
負
っ
た
被

爆
者
の
写
真
や
、
原
爆
の
被
害

状
況
を
説
明
し
た
パ
ネ
ル
、
溶

け
た
ロ
ザ
リ
オ
な
ど
が
展
示
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　

ジ
ョ
ン
ソ
ン
館
長
は
「
内
容

に
一
切
制
約
は
設
け
な
い
。
普

段
か
ら
博
物
館
で
は
、
核
兵
器

に
賛
成
・
反
対
双
方
の
観
点
か

ら
講
演
会
を
開
き
、
核
問
題
を

め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
を
扱

っ
て
い
る
。」
と
、
施
設
の
立

場
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
11
年
前
の
１
９
９

５
年
、
米
国
立
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン

航
空
宇
宙
博
物
館
が
企
画
し
た

原
爆
展
が
、
退た
い
え
き役

軍
人
ら
の
猛

烈
な
反
発
で
中
止
に
追
い
込
ま

れ
た
事
件
を
は
じ
め
、
米
国
内

で
は
、
原
爆
や
原
爆
投
下
の
是

非
に
関
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
論

争
が
起
き
た
こ
と
か
ら
、
被
爆

者
や
日
本
の
専
門
家
か
ら
は
、

米
国
内
世
論
の
反
発
を
懸
念
す

る
声
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

米
国
内
の
原
爆
に
対
す
る
意

識
は
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
論
争
時

と
変
わ
ら
ず
、
核
政
策
を
進
め

る
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
影
響
で
、

強
硬
に
す
ら
な
っ
て
い
る
と
い

う
分
析
も
あ
り
、
ネ
バ
ダ
で
の

展
示
が
米
国
で
再
び
反
発
を
呼

ぶ
こ
と
が
案
じ
ら
れ
る
一
方
、

被
爆
者
に
と
っ
て
は
「
被
爆
の

被
害
を
訴
え
る
に
は
よ
い
機
会
」

と
評
価
す
る
声
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協

議
会
の
代
表
委
員
・
坪
井
直
さ

ん
は
「
も
し
米
国
内
に
反
発
が

あ
っ
て
も
、
祈
念
館
は
展
示
内

容
を
変
え
ず
に
粘
り
強
く
米
国

側
と
交
渉
し
て
ほ
し
い
。」
と
コ

メ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。　

　

米
国
の
核
開
発
史
を
象
徴
す

る
地
で
、「
核
廃
絶
」
の
思
い

は
ど
こ
ま
で
伝
え
ら
れ
る
で
し

ょ
う
か
。

　

米
国
内
に
も
放
射
能
被
害
が

あ
り
、
被
爆
者
も
い
ま
す
。

　

米
国
民
に
も
実
態
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
の
思
い
切
っ
た
取

り
組
み
を
期
待
し
、
核
兵
器
廃

絶
の
世
論
が
米
国
内
で
も
高
ま

る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。

※
こ
の
内
容
は
、
２
０
０
６
年
5
月
１
日

付
け
長
崎
新
聞
の
記
事
を
参
考
に
し
た

も
の
で
す
。

人権政策課

（☎㉑ 5546）

　

神
社
港
〜
中
部
国
際
空
港
を

結
ぶ
高
速
船
「
伊
勢
１
号
」
の

定
期
運
航
を
再
開
し
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
運
航

事
業
を
行
い
、神
社
「
海
の
駅
」

が
発
着
場
と
な
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

高
速
船
「
伊
勢
１
号
」
の
定
期
運
航
を
再
開

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
☎
㉑
５
５
１
１
）

問い合わせ・申し込み
ＮＰＯ法人神社みなとまち再生グループ（☎�３７５５）
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資
源
循
環
課
（
☎
㉑
５
５
４
３
）

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

　

き
れ
い
な
ま
ち
・
伊
勢

伊
勢
市
の
 

税
金
っ
て
？
 

伊
勢
市
の
 

税
金
っ
て
？
 

伊
勢
市
の
 

税
金
っ
て
？
 

第
５
回

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
出
し
方

　

夏
に
な
る
と
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
消
費
量
が
急
増
し
、
出
し

方
も
悪
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

必
ず
キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
し
、

中
を
水
洗
い
し
て
か
ら
、
横
に

つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。（
キ
ャ

ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
は
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
容
器
包
装
で
す
）

　

キ
ャ
ッ
プ
を
つ
け
た
ま
ま
出

し
た
り
、
び
ん
な
ど
が
混
入
す

る
と
、
１
つ
ず
つ
手
作
業
で
取

り
除
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

花
火
を
楽
し
ん
だ
後
は

　

使
い
切
っ
た
花
火
は
、
水
で

消
し
て
か
ら
、
燃
え
る
ご
み
と

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

未
使
用
の
花
火
は
、
１
日
水

に
浸
け
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ

い
。

生
ご
み
は
し
っ
か
り
と
水
切
り
を

　

ス
イ
カ
な
ど
水
気
の
多
い
生

ご
み
は
、
し
っ
か
り
と
水
切
り

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

水
気
が
多
い
と
、
ご
み
が
燃

え
に
く
く
な
り
ま
す
。

回
収
作
業
中
に
火
災
発
生
！

　

6
月
21
日
、
燃
え
な
い
ご
み

の
積
み
込
み
作
業
中
に
、
収
集

車
で
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
大
事
に
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
大
き
な
爆
発
が
起

き
れ
ば
、
収
集
車
の
焼
失
や
作

業
員
の
け
が
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
コ

ン
ロ
用
ガ
ス
ボ
ン
ベ
を
出
す
と

き
は
、
必
ず
中
身
を
使
い
切
っ

て
か
ら
、
風
通
し
の
よ
い
所
で

穴
を
あ
け
、
燃
え
な
い
ご
み
と

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

都
市
計
画
税
は

何
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

１

©MPC

２

　

都
市
計
画
税
は
、
総
合
的
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
行

う
「
都
市
計
画
事
業
」
に
充
て

る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
目
的
税

で
す
。

　

こ
れ
は
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
の
、
都
市
計
画
法
で
定
め
ら

れ
た
都
市
計
画
区
域
内
（
農
用

地
を
除
く
）に
所
在
す
る
土
地
・

家
屋
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。

※
二
見
町
・
小
俣
町
・
御
薗
町

の
土
地
・
家
屋
に
つ
い
て
は
、

都
市
計
画
区
域
内
で
も
、
当
分

の
間
、
都
市
計
画
税
は
課
税
さ

れ
ま
せ
ん
。

　

都
市
計
画
税
額
は
、
課
税
標

準
額
（
税
額
の
基
礎
と
な
る
額
）

に
0.3
パ
ー
セ
ン
ト
の
税
率
を
乗

じ
た
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
納
め
た
都
市
計
画

税
は
、
街
路
整
備
事
業
と
し
て

日
赤
神
田
線
事
業
、
都
市
公
園

整
備
事
業
と
し
て
野
村
公
園
整

備
事
業
、
都
市
下
水
路
事
業
と

し
て
倉
田
山
都
市
下
水
路
事
業

な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
都
市
計
画
税
は
、

市
の
安
心
、
安
全
、

課税課固定資産税係
（☎㉑ 5532・㉑ 5533）

３
こ
の
よ
う
に
、
皆
さ
ん
か

ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
都

市
計
画
税
は
、
市
の
安
心
・

安
全
・
快
適
な
ま
ち
づ
く

り
に
役
立
�
て
い
ま
す
�

©MPC©MPC

都
市
計
画
税
は
、
次
の
よ
う
な

と
こ
ろ
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
�

上
下
水
道
、
ご
み
焼
却
場
、

汚
物
処
理
場
、

公
園
、
道
路
な
ど

快
適
な
ま
ち
づ
く

り
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。

©MPC
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麻しん・風しんの定期予防接種の変更
予防接種名 対象年齢 対　象　者

第1期

ＭＲ（麻しん・風しん混合）

1歳～ 2歳未満

麻しん・風しんの単抗原ワクチンを 
いずれも未接種で、未罹患の子ども

麻しん 風しん単抗原ワクチンを接種済み、 
または風しんの罹患が明らかな子ども

風しん 麻しん単抗原ワクチンを接種済み、 
または麻しんの罹患が明らかな子ども

第2期 
（※1 ）

ＭＲ（麻しん・風しん混合） 5歳～ 7歳未満で 
小学校就学前の 

1年間

麻しん・風しんの単抗原ワクチンを 
接種済み、または未接種の子ども

麻しん（※2 ） 風しんの罹患が明らかな子ども

風しん（※2 ） 麻しんの罹患が明らかな子ども
※1　第2期について、平成18年度は、年齢により一律にＭＲ（麻しん・風しん混合）の予診票を送付します。
※2　該当する人は、中央保健センターへ問い合わせてください。

伊
勢
市
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー	

（
☎
㉗
２
４
３
５
、
FAX
㉑
０
６
８
３
）

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー	

（
☎
㉒
７
８
７
０
、
FAX
㉕
９
８
４
４
）

二
見
総
合
支
所	

（
☎
㊷
１
１
１
３
、
FAX
㊸
３
７
５
４
）

御
薗
総
合
支
所	

（
☎
㉒
０
２
３
５
、
FAX
㉘
２
４
０
４
）

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

〈
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
　

平
日
・
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

た
ば
こ
に
関
す
る

ポ
ス
タ
ー
を
募
集

応
募
資
格　

市
内
の
中
学
生

規
格　

四
つ
切
り
画
用
紙

応
募
方
法　

9
月
8
日
㈮
ま
で

に
、
作
品
の
裏
面
に
学
校
名
・

学
年
・
組
・
氏
名
を
記
入
し
、

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

離
乳
食
教
室

と
き　

8
月
17
日
㈭
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
乳
児
（
生

後
6
カ
月
ま
で
）
の
保
護
者

内
容　

離
乳
食
の
お
話
と
試
食

定
員　

40
人（
先
着
順
）

申
込　

8
月
１
日
㈫
か
ら
、
電

話
ま
た
は
�
で
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
へ

乳
が
ん
検
診

と
き　

8
月
21
日
㈪
、
①
午
前

10
時
〜
11
時
・
②
午
後
1
時
〜

2
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

検
診
内
容　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

ー
（
乳
房
の
Ｘ
線
撮
影
）

定
員　

①
35
人
、
②
45
人
（
先

着
順
）

料
金　

１
１
０
０
円
（
当
日
持

参
、
70
歳
以
上
は
無
料
）

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル

申
込　

8
月
１
日
㈫
か
ら
、
電

話
ま
た
は
�
で
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
へ

子
宮
が
ん
検
診

と
き　

8
月
21
日
㈪
、
午
後
1

時
〜
2
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

検
診
内
容　

医
師
に
よ
る
頸
部

検
診

定
員　

70
人（
先
着
順
）

料
金　

８
０
０
円（
当
日
持
参
、

70
歳
以
上
は
無
料
）

申
込　

8
月
１
日
㈫
か
ら
、
電

話
ま
た
は
�
で
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
へ

肺
が
ん
検
診

と
き　

10
月
31
日
㈫
ま
で

と
こ
ろ　

市
内
健
康
診
査
実
施

医
療
機
関

※
「
広
報
い
せ
」
6
月
号
と
同

時
配
布
し
た
チ
ラ
シ
「
健
康
診

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
！
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

対
象　

40
歳
〜
69
歳
の
人

※
11
月
に
予
定
し
て
い
る
、
巡

回
バ
ス
に
よ
る
「
結
核
・
肺
が

ん
検
診
」
は
、
65
歳
以
上
の
人

が
対
象
で
す
。

健
康
診
査
実
施
医
療
機
関
の

お
知
ら
せ

　

健
康
診
査
実
施
医
療
機
関
に

次
の
と
お
り
追
加
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
新
規
医
療
機
関

木
村
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
船
江
１
丁

目
）、
診
査
項
目

：

８
月
１
日

㈫
以
降
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。（
☎
㉑
０
０
０
２
）

◆
診
査
項
目
の
追
加

ハ
ー
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
福
井
（
御

薗
町
長
屋
）、
診
査
項
目

：

肺

が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診

麻
し
ん
・
風
し
ん
の

定
期
予
防
接
種
が

変
わ
り
ま
し
た
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1. 各会場で行うもの〈お問い合わせは、各会場（二見老人福祉センターは二見総合支所、ハートプラザみそのは御薗総合支所）へ〉

内　　容 月　　日 時　　間 と　こ　ろ 対　象

子育て相談

8月 1日㈫
9：30 ～11：00

二見老人福祉センター

市内在住の人

13：30 ～15：00

8月 8日㈫ 9：00 ～11：00 中央保健センター

8月 18日㈮
9：30 ～11：00

ハートプラザみその
13：30 ～15：00

8月 22日㈫ 13：00 ～15：00 中央保健センター

8月 23日㈬ 9：30 ～11：00 小俣保健センター

成人健康相談

8月 2日㈬ 9：30 ～11：00 小俣保健センター

市内在住の人
8月 3日㈭ 13：00 ～15：00 中央保健センター

8月 8日㈫ 13：30 ～14：30 ハートプラザみその

8月 17日㈭ 13：00 ～15：00 中央保健センター

成人栄養相談（要予約） 8月 3日㈭ 13：00 ～15：00 中央保健センター 市内在住の人

とき ところ

8月19日㈯  9：30 ～13：00 伊勢市福祉健康センター

8月22日㈫  9：30 ～13：00 小俣保健センター

8月23日㈬  9：30 ～13：00 伊勢市福祉健康センター

8月25日㈮  9：30 ～13：00 ハートプラザみその

8月28日㈪  9：30 ～13：00 二見健康管理増進センター

休日・夜間応急診療所

診療日 診療時間 診療科目 当番医師

月曜日～土曜日
夜間 

19:30 ～ 22:00
内科 

小児科
内科医師

日曜日・祝日 
1/1 ～ 1/3

昼間 
10:00 ～ 12:00 
13:00 ～ 17:00

内科 
小児科

内科医師 
小児科医師

歯科 歯科医師

夜間 
19:30 ～ 22:00

内科 
小児科

内科医師 
小児科医師

問い合わせ：内科・小児科（☎㉕8795 ）、歯科（☎㉗0829 ）

2. その他　〈お問い合わせは、伊勢保健福祉事務所：伊勢保健所（☎㉗5148 ）へ〉
内　　容 と　　き

ＨＩＶ検査（エイズ検査） 毎週火曜日（8：45 ～ 11：00 ）　第2火曜日（8月8日、17：30 ～ 19：00 ）
こころの健康相談（要予約） 第4木曜日（8月24日、13：00 ～ 15：00 ）

ヘルスメイト料理講習会

8月の主な相談など

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

　

左
表
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ　

食
物
繊
維
を
し
っ
か

り
と
ろ
う

定
員    

各
30
人(
先
着
順)

参
加
費  

３
０
０
円
（
当
日
持

参
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

米
1/2
カ
ッ
プ

申
込　

８
月
１
日
㈫
か
ら
、
電    

話
ま
た
は
�
で
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
へ

休
日
・
夜
間
応
急
診
療
所

　

休
日
・
夜
間
応
急
診
療
所（
伊

勢
市
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

は
、
休
日
と
夜
間
、
応
急
的
な

診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
診
療
所
で
は
、
地
域
の

医
師
な
ど
が
連
携
し
、
交
代
で

出
務
す
る
こ
と
に
よ
り
、
診
療

体
制
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

急
病
に
な
っ
た
と
き
、ま
た
、

救
急
車
を
呼
ぶ
ほ
ど
で
は
な
い

け
れ
ど
、
す
ぐ
に
治
療
を
受
け

た
い
と
き
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、応
急
診
療
所
の
た
め
、

症
状
な
ど
に
よ
っ
て
は
、
２
次

病
院
な
ど
を
紹
介
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
下
表
の
時
間
以
外
に

診
療
を
受
け
た
い
人
や
重
症
の

人
は
、
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ

ー
（
☎
㉘
１
１
９
９
、
24
時
間

受
付
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

受
診
す
る
と
き
は

● 

必
ず
保
険
証
と
医
療
受
給
者

証
（
持
っ
て
い
る
人
）
を
持
参

す
る

● 

医
師
に
症
状
や
服
用
し
て
い

る
薬
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
伝

え
る

● 

子
ど
も
が
受
診
す
る
と
き
は
、

予
備
の
オ
ム
ツ
や
パ
ン
ツ
な
ど

の
下
着
、
タ
オ
ル
な
ど
を
用
意

す
る
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日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

●…休館日　■…おはなし会　▲…午後７時まで開館　★…ビデオの日

（8月）

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

●…休館日　■…おはなし会　★…上映会

（8月）

■おはなし会

たんぽぽおはなし会　

と　き　8月12日㈯、午後3時～

ところ	 1階・おはなしのへや

図書館おはなし会夏休みスペシャル

と　き　8月24日㈭、午後3時～

ところ	 2階・会議室

■上映会

と　き 8月19日㈯、午後2時～

ところ 2階・視聴覚室

内　容 「ハッダーの世界」ユニセフ推薦作品

■ギャラリー展示

原爆写真展

と　き　8月3日㈭～14日㈪、午前9時～午後8時（最

終日は午後3時まで）

小俣町俳画サークル展

と　き　8月30日㈬～9月4日㈪、午前9時～午後

8時（初日は午後１時から、最終日は午後3時まで）

■パソコン教室

　初心者コースから、ワード・エクセルの基礎・ 応

用コースまで開講します。

申　込　8月3日㈭～、同館1階・カウンターへ

※開催日程・ 内容などについては、同館へ問い合わ

せてください。

■新刊案内

＜一般書＞
●  住んで納得世界の国々

●  常備野菜おかずの便利帳

●  祝！中古良品　アカセガワ版養生訓

●  早送りの人生　愛につつまれた最後の日々

＜児童書＞
●  動く！遊べる！小学生のおもしろ工作

●  命の重さはみな同じ　みなしご犬たちの物語

●  ちいさな曲芸師バーナビー

●  ふるいみらい　組み木絵本

伊勢図書館　☎ 21-0077　FAX21-0078 小俣図書館　☎ 29-3900　FAX29-3902

■利用案内
開館時間 火曜日～金曜日…午前9時～午後7時
 土曜日・日曜日・祝日…午前9時～午後5時

■おはなし会

と　き 毎週土曜日、午後2時30分～

ところ 1階・児童書コーナー

■ビデオの日

と　き 8月13日㈰、午後1時30分～

ところ 2階・視聴覚室

内　容	「ガリヴァー旅行記」

■戦争映画上映会

と　き 8月6日㈰、①午前10時～・②午後1時30分～

ところ 2階・視聴覚室

内　容 ①「少年Ｈが見た戦争」「クロがいた夏」

　　　　②「人間の翼　最後のキャッチボール」

■図書館工作

と　き 8月20日㈰、午前10時～11時

ところ 2階・視聴覚室

対　象 小学生

内　容 かんたん絵本づくり

定　員 20人（先着順）

申　込 8月12日㈯から、同館へ

■新刊案内

＜一般書＞
●  世界と恋するおしごと　国際協力のトビラ

●  塾前ごはん塾後ごはん　受験対策は食で決まり！

●  図解ひと目でわかる応急手当

●  骨
こ っ と う

董物語

●  おとぎ話の忘れ物　 

＜児童書＞
●  実物大　恐竜図鑑

●  13歳から始める「株とお金」のはなし

●  ひとりぼっちのスーパーヒーロー 

●  ぼくはほんとはかいじゅうなんだ

●  アンジェロ

■利用案内
開館時間　午前９時～午後8時
※8月は、午後8時まで開館します。

図書館だより
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ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集

市
民
参
画
交
流
課（
☎
㉑
5
5
4
9
）

新
保
育
所
と

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

名
称
を
募
集

児
童
長
寿
課（
☎
㉑
5
5
7
9
）

市
美
術
展
覧
会
の
作
品
を
募
集

文
化
振
興
課（
☎
㉑
5
6
2
3
）

　

県
は
、「
三
重
県
海
外
技
術
研
修
員

事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

海
外
技
術
研
修
員
事
業
と
は
、
海
外

の
友
好
提
携
先
や
ア
ジ
ア
・
中
南
米
な

ど
の
開
発
途
上
国
か
ら
、
将
来
そ
れ
ぞ

れ
の
国
で
活
躍
し
、
貢
献
で
き
る
よ
う

な
中
堅
技
術
者
を
招
き
、
先
進
的
な
技

術
を
習
得
す
る
機
会
を
提
供
す
る
も
の

で
す
。

　

こ
の
研
修
の
一
環
と
し
て
、
日
本
の

文
化
や
日
本
人
の
日
常
生
活
な
ど
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
、
１
泊
2
日

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
伊
勢
市
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
の
受
け
入
れ
家
庭
と
な
る
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

と
き　

9
月
9
日
㈯
・
午
前
10
時
30
分

〜
10
日
㈰
・
午
後
4
時

募
集
数　

8
家
庭
（
申
込
多
数
の
場
合

は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
経
験
が
少

な
い
家
庭
を
優
先
）

※
１
家
庭
に
つ
き
青
年
１
名

※
青
年
の
国
籍
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
中
国

（
2
名
）・
パ
ラ
オ
・
ブ
ー
タ
ン
・
フ
ィ

ジ
ー
・
ト
ル
コ
・
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
す
。

申
込　

８
月
１
日
㈫
〜
31
日
㈭
に
、
所

定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
持

参
ま
た
は
郵
送
・
�
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
同

課
（
〒
516-

8601
岩
渕
１
丁
目
7
ー
29
、

�
�
５
５
２
２
、
ア
ド
レ
ス ko

u
ryu

@

city.ise.m
ie.jp

）
へ

※
所
定
の
用
紙
は
、同
課
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w

w
.city.ise.m

ie.jp

）
か
ら
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

日
消
印
有
効
）
に
、
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
持
参
ま
た
は
郵
送
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課
（
〒
516-

8601
岩
渕
１

丁
目
7
ー
29
、
ア
ド
レ
スjid

o
@

city.

ise.m
ie.jp

）
へ

※
応
募
用
紙
・
募
集
要
項
は
、
同
課
・

市
内
各
保
育
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w

w
.city.ise.m

ie.jp

）
か
ら
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　

市
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
、
常
磐
2

丁
目
地
内
に
新
し
い
保
育
所
を
開
設
す

る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
保
育
所
に
は
、
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
少
子
化
・
核
家
族
化
の
進

展
に
伴
っ
て
、
保
護
者
が
孤
立
化
す
る

こ
と
を
防
ぎ
、
子
育
て
に
対
す
る
不
安

や
負
担
の
軽
減
を
図
る
も
の
で
す
。

　

開
設
に
伴
い
、
保
育
所
お
よ
び
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
名
称
を
募
集

し
ま
す
。

　

応
募
さ
れ
た
名
称
を
基
に
、
選
考
会

議
で
決
定
し
ま
す
。

応
募
方
法　

8
月
１
日
㈫
〜
15
日
㈫
（
当

合
併
記
念
美
術
展
覧
会

と
き　

10
月
24
日
㈫
〜
29
日
㈰

と
こ
ろ　

観
光
文
化
会
館

募
集
作
品

　

今
回
は
、
す
べ
て
の
出
品
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。
出
品
作
品
は
各
部
門
１

人
１
点
、
創
作
で
、
自
作
・
未
発
表
の

も
の
に
限
り
ま
す
。
詳
細
は
募
集
要
項

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
募
集
要
項
・
出
品

票
は
、
同
課
・
各
総
合
支
所
教
育
委
員

会
分
室
・
受
付
会
場
な
ど
に
あ
り
ま
す
）

平
面
作
品

●  

日
本
画　

10
号
〜
50
号
の
パ
ネ
ル
張

り
額
装

●  

洋
画　

20
号
〜
50
号
の
油
絵
・
水
彩

画
な
ど

●  

写
真　

単
写
真
は
枠
寸
法
75
㎝
×
65

㎝
以
内
の
全
紙
ま
た
は
枠
寸
法
53
㎝
×

45
㎝
以
内
の
半
切
サ
イ
ズ
、
組
写
真
は

大
き
さ
自
由
で
枠
寸
法
75
㎝
×
65
㎝
以

内
、
い
ず
れ
も
木
製
パ
ネ
ル
張
り
（
マ

ッ
ト
パ
ネ
ル
も
可
）

● 

書
（
漢
字･

か
な･

て
ん
刻
な
ど
）　

　

形
式
は
額
装
ま
た
は
枠
張
り
（
び
ょ

う
ぶ
・
軸
装
は
不
可
）、
外
枠
寸
法
は

182
㎝
×
45
㎝
・
90
㎝
×
90
㎝
以
内
で
縦

横
自
由
（
縦
枠
の
場
合
は
210
㎝
×
51
㎝

も
可
。
て
ん
刻
は
30
㎝
×
39
㎝
以
内
）、

重
量
は
4.5
㎏
ま
で

●  

そ
の
ほ
か　

短
辺
35
㎝
以
上
で
長
辺

117
㎝
以
内

立
体
作
品

●

彫
ち
ょ
う

塑そ･

立
体
造
形　

短
辺
24
㎝
以
上･

長
辺
1.5
ｍ
以
内
で
手
動
可
能
な
も
の

●  

美
術
工
芸
（
陶
芸
・
漆
芸
・
金
工
・

木
竹
工
・
染
織
な
ど
）　

長
辺
1.5
ｍ
以

内
で
手
動
可
能
な
も
の

●  

そ
の
ほ
か　

長
辺
1.5
ｍ
以
内
で
手
動

可
能
な
も
の

応
募
資
格　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
人
、
鳥
羽
市
・
志
摩
市
・

度
会
郡
に
在
住
し
て
い
る
人

作
品
の
搬
入（
受
付
）

搬
入
日　

10
月
15
日
㈰
・
16
日
㈪
、
午

前
９
時
〜
午
後
５
時

搬
入
場
所　

観
光
文
化
会
館

出
品
料　

１
点
に
つ
き
５
０
０
円



平成18年8月号 �0

防
火
管
理
新
規
講
習
お
よ
び

再
講
習
の
お
知
ら
せ

消
防
本
部
予
防
課（
☎
㉕
１
２
６
８
）

市
民
芸
能
祭
（
総
合
部
門
）の

出
演
団
体
と
司
会
者
を
募
集

文
化
振
興
課（
☎
㉑
５
６
２
３
）

要
約
筆
記
者
養
成
講
座

障
害
福
祉
課

（
☎
㉑
5
5
5
8
・
�
㉑
5
5
5
5
）

防火管理新規講習および再講習

種 別 甲種防火管理新規講習 甲種防火管理再講習

と き 8月24日㈭・9：00 ～ 16：00、25日㈮・9：00 ～ 16：10 8月23日㈬・13：00 ～ 16：00

と こ ろ 皇學館大学

受講資格
各種事業所などで、防火管理上必要な業務を適切に行
うことができる、管理的または監督的な地位にある人

消防法施行令第4条の 2 の 2第1項第1号

の防火対象物の防火管理者

定 員 190人（先着順） 100人（先着順）

テキスト代 3,000円 1,500円

申込期間 8月1日㈫～ 11日㈮、8：30 ～ 17：15（平日のみ）

申込方法 所定の用紙に必要事項を記入し、テキスト代を添えて同課へ

と
き　

11
月
12
日
㈰

と
こ
ろ　

観
光
文
化
会
館

応
募
資
格

出
演
団
体
…
活
動
の
本
拠
地
を
市
内
に

置
く
舞
台
芸
能
団
体
（
た
だ
し
、
前
日

の
リ
ハ
ー
サ
ル
と
事
前
会
議
に
参
加
で

き
る
団
体
に
限
る
）

※
能
楽
・
邦
楽
・
合
唱
・
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
・
吟
詠
剣
詩
舞
・
バ
レ
エ
・
モ
ダ

ン
ダ
ン
ス
・
日
本
舞
踊
・
民
踊
に
該
当

す
る
団
体
を
除
く
。

司
会
者
…
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
し

て
い
る
人

申
込
方
法　

8
月
18
日
㈮
ま
で
に
、
所

定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
同

課
へ

※
い
ず
れ
も
申
込
多
数
の
場
合
は
、
実

行
委
員
会
で
選
考
し
ま
す
。

人
権
尊
重
啓
発
の

ポ
ス
タ
ー
を
募
集

人
権
政
策
課（
☎
㉑
5
5
4
5
）

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
学
し
て

い
る
小
・
中
学
生

募
集
作
品　

人
権
尊
重
の
重
要
性
、
人

の
命
の
大
切
さ
な
ど
を
訴
え
る
も
の

規
格　

四
つ
切
り
画
用
紙
（
38
㎝
×
54

㎝
）
で
、
色
彩
は
自
由

申
込　

9
月
29
日
㈮
ま
で
に
、
応
募
票

(

同
課
ま
た
は
市
内
の
小
・
中
学
校
に

あ
り
ま
す)

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

作
品
の
裏
面
に
貼
付
し
て
、
各
学
校
ま

た
は
同
課
へ講

　

座
<

受
講
料
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料>

と
き　

9
月
7
日
〜
平
成
19
年
3
月
29

日
の
毎
週
木
曜
日
（
11
月
23
日
、
12
月

28
日
、
平
成
19
年
1
月
4
日
、
3
月
22

日
を
除
く
、
計
26
回
）、
午
前
10
時
〜

正
午

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の
ま
た

は
伊
勢
市
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
の
登
録
要
約
筆
記
者
と
し
て

活
動
す
る
意
欲
が
あ
る
人

内
容　

基
礎
課
程
お
よ
び
応
用
課
程

定
員　

20
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

申
込　

8
月
25
日
㈮
ま
で
に
、
所
定
の

用
紙
（
同
課
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
同
課
へ

※
テ
キ
ス
ト
代
（
２
０
０
０
円
程
度
）

は
実
費
負
担
に
な
り
ま
す
。

　

学
校
・
病
院
・
工
場
な
ど
多
数
の
人

が
出
入
り
・
勤
務
す
る
所
は
、
消
防
法

に
基
づ
き
、
防
火
管
理
の
業
務
を
行
う

防
火
管
理
者
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
消
防
法
施
行
規
則
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
5
年
ご
と
に
再
講
習
を
受

け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
、
平
成
18

年
4
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
防
火
管
理
者
の
資
格
を
習
得
す

る
た
め
の
講
習
会
お
よ
び
再
講
習
会
を

下
表
の
と
お
り
開
講
し
ま
す
。

平成17年度人権尊重啓発ポス
ター秀作（小学6年生の部）
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観光文化会館自主事業

桂文珍　独演会

観光文化会館
（☎㉘5105 ）

児
童
劇
巡
回
事
業

児
童
長
寿
課（
☎
㉑
5
5
6
1
）

児
童
劇
巡
回
事
業
実
行
委
員
会
事
務
局
・

明
照
児
童
館（
☎
㉘
2
6
7
8
）

恒
久
平
和
を
祈
り…

黙
と
う
を

福
祉
総
務
課（
☎
㉑
5
5
5
7
）

し
尿
く
み
と
り
の
休
み

環
境
政
策
課（
☎
㉑
5
5
4
0
）

浄
化
槽
の
法
定
検
査

環
境
政
策
課（
☎
㉑
5
5
４
２
）

お
知
ら
せ

催

し

物

〈
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

と
き　

9
月
24
日
㈰
、午
後
2
時
〜（
開

場
は
午
後
１
時
30
分
）

と
こ
ろ　

観
光
文
化
会
館

入
場
料　

３
０
０
０
円
（
全
席
指
定
）

※
入
場
券
は
、
同
館
事
務
所
・
喫
茶
ア

イ
ド
ル
・
相
可
屋
楽
器
店
・
村
林
楽
器

（
伊
勢
店
・
松
阪
店
）・
神
戸
屋
楽
器
店
・

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
ス
ポ
ッ
ト
で
販
売
し
て

い
ま
す
。

〜
平
和
へ
の
願
い
を
こ
め
て
〜

終
戦
記
念
日
に
す
い
と
ん

伊
勢
総
合
病
院（
☎
㉓
5
1
1
1
）

　

終
戦
記
念
日（
8
月
15
日
）
に
、
外
来

患
者
や
、
お
見
舞
い
の
た
め
に
来
院
し

た
人
に
、
す
い
と
ん
を
提
供
し
ま
す
。

と
き　

8
月
15
日
㈫
、
午
前
10
時
〜
10

時
30
分

と
こ
ろ　

伊
勢
総
合
病
院
・
玄
関
ホ
ー

ル

と
き　

8
月
28
日
㈪
、
午
後
１
時
〜

と
こ
ろ　

有
緝
幼
稚
園

対
象　

幼
児
〜
大
人
（
小
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）

内
容　

人
形
劇
「
お
れ
は
マ
マ
じ
ゃ
な

い
！
」
人
形
劇
団
プ
ー
ク

申
込　

８
月
５
日
㈯
〜
、
同
館
へ
（
整

理
券
を
配
布
し
ま
す
）

※
人
形
劇
終
了
後
、
ネ
ズ
ミ
の
人
形
を

作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

※
あ
さ
ま
児
童
セ
ン
タ
ー
・
黒
瀬
児
童

セ
ン
タ
ー
か
ら
、
送
迎
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
。

　

戦
争
犠
牲
者
の
ご
め
い
福
と
恒
久
平

和
を
祈
り
、
１
分
間
の
黙
と
う
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

し
尿
の
く
み
と
り
が
、
次
の
4
日
間

は
休
み
と
な
り
ま
す
。

期
間　

8
月
12
日
㈯
〜
15
日
㈫

※
浄
化
槽
の
保
守
点
検
・
清
掃
・
法
定

検
査
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

三
重
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

委
員
の
選
挙
人
名
簿

選
挙
管
理
委
員
会（
☎
㉑
5
6
3
5
）

　

漁
業
調
整
委
員
会
委
員
を
選
挙
す
る

た
め
の
選
挙
人
名
簿
を
、
毎
年
9
月
１

日
現
在
で
調
製
し
ま
す
。

　

名
簿
に
登
載
す
る
た
め
に
は
、
毎
年

申
請
が
必
要
で
す
。

申
請　

9
月
5
日
㈫
ま
で
に
、
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
選
挙
管
理
委

員
会
へ

●

「
原
爆
の
日
」
原
爆
投
下
時
刻
（
広

島
＝
8
月
6
日
・
午
前
8
時
15
分
、
長

崎
＝
8
月
9
日
・
午
前
11
時
2
分
）

●	

「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す

る
日
（
終
戦
記
念
日
）」
8
月
15
日
・
正
午

　

浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を
利
用

し
て
汚
水
を
処
理
す
る
施
設
で
す
。

　

し
か
し
、
適
正
な
管
理
を
し
な
い
と

汚
れ
た
水
で
川
や
海
を
汚
し
て
し
ま
い

ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
の
身
近
な
環
境
を
守
る

た
め
、
浄
化
槽
管
理
者
に
は
浄
化
槽
法

で
、
保
守
点
検
・
清
掃
・
法
定
検
査
の
実

施
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

法
定
検
査
は
、
三
重
県
知
事
の
指
定

を
受
け
た
社
団
法
人
三
重
県
水
質
保
全

協
会
が
実
施
し
ま
す
。

　

検
査
の
時
期
は
、
浄
化
槽
使
用
開
始

の
３
〜
8
カ
月
後
（
7
条
検
査
）
と
、

そ
の
後
は
年
１
回（
11
条
検
査
）
で
す
。

年
１
回
の
法
定
検
査（
11
条
検
査
）
は
、

次
の
時
期
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●	

旧
伊
勢
市　

8
月
〜
3
月

●	

小
俣
町　

10
月
〜
１
月

●	

御
薗
町　

１
月
〜
2
月

●	

二
見
町　

１
月
〜
3
月

　

同
協
会
か
ら
、
各
家
庭
に
法
定
検
査

実
施
の
案
内
書
が
届
き
ま
す
の
で
、
必

ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

法
定
検
査
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

は
、
社
団
法
人
三
重
県
水
質
保
全
協
会

（
☎
津
０
５
９
・
２
２
６
・
０
０
１
０
）
へ
。

悪
質
な
点
検
商
法
に
よ
る
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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乳幼児医療費

扶養親族
などの数
（人）

保護者
所得額
（円）

0 5,320,000

1 5,700,000

2 6,080,000

3 6,460,000

4 6,840,000

5 7,220,000

心身障害者医療費（65歳以上障害者を含む）

扶養親族
などの数
（人）

本人所得額
（円）

配偶者・扶養義
務者所得額（円）

0 3,604,000 6,287,000

1 3,984,000 6,536,000

2 4,364,000 6,749,000

3 4,744,000 6,962,000

4 5,124,000 7,175,000

5 5,504,000 7,388,000

一人親家庭等医療費

扶養親族
などの数
（人）

本人所得額
（円）

養育者・配偶者・
扶養義務者所得額

（円）

0 1,920,000 2,360,000

1 2,300,000 2,740,000

2 2,680,000 3,120,000

3 3,060,000 3,500,000

4 3,440,000 3,880,000

5 3,820,000 4,260,000

※児童の父（母）から受ける養育費の 80 ／ 100 を所得額
　に含めて判定します。

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届

児
童
長
寿
課（
☎
㉑
5
5
6
1
）

　

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
児
童
を
扶
養
し
て
い
る

母
や
、
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
に
、
生
活
の
安
定
・
自
立
と

児
童
の
福
祉
増
進
の
た
め
に
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。

　

た
だ
し
、
該
当
す
る
児
童
は
、
18
歳

に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
3
月
31
日

ま
で
の
児
童
（
障
害
の
あ
る
児
童
の
場

合
は
20
歳
未
満
）
で
す
。

●		

父
母
が
離
婚
後
、
父
と
生
計
を
同
じ

に
し
て
い
な
い
児
童 

●		

父
が
死
亡
し
た
児
童 

●		

父
が
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
児

童 ●		

父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童 

●		

父
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上
遺
棄
さ

れ
て
い
る
児
童 

●		

父
が
引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ

て
い
る
児
童 

●		

母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

　

な
お
、
手
当
は
申
請
し
た
日
の
翌
月

分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
制
限
な
ど
で
支
給
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

現
況
届
の
受
付

　

平
成
18
年
度
分
の
受
け
付
け
を
、
8

月
１
日
㈫
か
ら
行
い
ま
す
。

　

受
給
（
支
給
停
止
を
含
む
）
し
て
い

る
人
に
は
、
7
月
31
日
㈪
に
同
課
か
ら

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要
書

類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

届
け
出
が
な
い
と
、
手
当
が
支
給
さ

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
証

の
更
新

医
療
保
険
課（
☎
㉑
5
5
5
2
）

　

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
証
（
乳
幼

児

：
桃
色
、
心
身
障
害
者

：

白
色
、
一

人
親
家
庭
等

：

黄
色
、
寡
婦

：

水
色
）

を
、
9
月
１
日
㈮
に
更
新
し
ま
す
。

　

各
資
格
者
・
扶
養
義
務
者
な
ど
の
平

成
18
年
度
（
平
成
17
年
中
）
所
得
を
確

認
し
、
引
き
続
き
該
当
す
る
人
に
は
、

８
月
下
旬
に
新
し
い
受
給
資
格
証
を
送

付
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
は
、
所
得
な
ど
の
確
認
が
で
き
な

い
た
め
、
受
給
資
格
を
判
定
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

8
月
末
に
別
途
通
知
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
所
定
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

●		

平
成
18
年
１
月
2
日
以
降
に
転
入
し

た
人
で
、
平
成
18
年
度
（
平
成
17
年

中
）
所
得
の
確
認
が
で
き
な
い
人

●		

住
民
税
の
申
告
が
な
い
人

　

ま
た
、
一
人
親
家
庭
等
医
療
費
の
資

格
を
取
得
し
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
け

て
い
る
人
は
、
児
童
扶
養
手
当
の
現
況

届
を
児
童
長
寿
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

65
歳
以
上
心
身
障
害
者
医
療
費
の
受

給
資
格
証
（
緑
色
）
は
、
医
療
機
関
で

の
提
示
が
不
要
で
あ
る
た
め
、
今
回
か

ら
は
発
行
し
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
受
給
資
格
証
を
持
っ
て
い
る

人
に
は
、
所
得
の
確
認
を
行
い
、
資
格

の
有
無
に
つ
い
て
通
知
し
ま
す
。

所
得
制
限
限
度
額

　

平
成
18
年
度
所
得
制
限
限
度
額
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、「
扶
養
親
族
な
ど
の
数
」
は
、

平
成
18
年
度
住
民
税
の
計
算
上
、
配
偶

者
控
除
・
扶
養
控
除
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
人
数
で
す
。

寡
婦
医
療
費

　

所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
対
象
は
、
60
歳
〜
69
歳
の
現

在
結
婚
し
て
い
な
い
女
子
で
、
配
偶
者

と
死
別
し
、
か
つ
て
20
歳
未
満
の
人
を

扶
養
し
て
い
た
人
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宝
く
じ
助
成
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

健
全
育
成
と
活
性
化

市
民
参
画
交
流
課（
☎
㉑
5
5
4
9
）

　

中
須
区
会
・
宮
後
町
会
は
、
㈶
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
平
成
18
年
度
宝

く
じ
普
及
広
報
事
業
の
助
成
を
受
け
、

太
鼓
の
購
入
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸

成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

中
須
区
会　

自
治
会
活
動
用
備
品
の
購

入宮
後
町
会　

太
鼓
の
購
入

お
し
ご
と
広
場
み
え
の

出
張
そ
う
だ
ん
室

商
工
政
策
課
（
☎
㉑
5
5
6
8
）

お
し
ご
と
広
場
み
え

（
☎
津
0
5
9
・
2
2
2
・
3
3
0
9
）

　

市
は
、
お
し
ご
と
広
場
み
え
と
共
同

で
、
就
職
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

と
き　

毎
週
火
曜
日
（
8
月
１
日
・
11

月
21
日
・
平
成
19
年
１
月
2
日
・
2
月

20
日
を
除
く
）、
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢
（
八
日
市

場
町
）

内
容  

●		

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
職
業
適
性
診
断

（
キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
）

●		

求
人
情
報
の
検
索

●		

就
職
イ
ベ
ン
ト（
就
職
説
明
会
な
ど
）

の
情
報
提
供

●		

お
し
ご
と
広
場
み
え
の
職
員
に
よ
る

就
職
相
談

●	

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
個
別
相
談（
要

予
約
）

対
象　

●		

就
職
を
目
指
し
て
い
る
35
歳
以
下
の

人●		

学
校
を
卒
業
し
、
未
就
職
の
人

●		

大
学
・
短
期
大
学
・
専
門
学
校
な
ど

に
在
学
し
て
い
る
人

●		

求
職
者
の
保
護
者 

〜
事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ
〜

新
産
業
創
出
支
援
事
業

補
助
金
な
ど

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
準
備
室（
☎
㉘
4
3
9
7
）

　

市
で
は
、
次
の
補
助
を
希
望
す
る
事

業
所
を
募
集
し
ま
す
。

 

新
産
業
創
出
支
援
事
業
補
助
金

　

新
た
な
製
品
を
創
り
出
す
、
優
れ
た

技
術
を
持
つ
中
小
製
造
業
関
連
の
事
業

者
ま
た
は
団
体
の
育
成
を
図
る
た
め
、

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
事
業

●		

新
製
品
・
新
技
術
の
研
究
開
発
費
、

特
許
権
取
得
費
な
ど
（
平
成
18
年
度
か

ら
開
始
し
た
事
業
に
限
る
）

●		

補
助
対
象
経
費
が
２
０
０
万
円
以
上

の
事
業

●		

研
究
開
発
が
交
付
決
定
日
か
ら
2
年

以
内
に
終
了
す
る
事
業

対
象

●		

市
内
の
中
小
製
造
業
者
、
ソ
フ
ト
ウ

�
ア
・
情
報
処
理
業
者
、
ま
た
は
そ
の

団
体

●		

研
究
開
発
終
了
後
１
年
以
内
に
、
市

内
に
事
業
所
を
設
置
す
る
中
小
製
造
業

関
連
業
者

補
助
金
額　

補
助
対
象
経
費
か
ら
国
・

県
補
助
金
を
除
い
た
額
の
１
／
2
以
内

（
上
限
額
は
２
０
０
万
円
）

伝
統
工
芸
品
等
再
生
支
援
事
業
補
助
金

　

伝
統
工
芸
品
産
業
の
振
興
・
育
成
を

図
る
た
め
、
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

対
象
事
業　

伝
統
工
芸
品
な
ど
に
関
す

る
伝
統
技
法
の
再
生
・
後
継
者
育
成
・
販

路
開
拓
事
業

対
象　

市
内
の
伝
統
工
芸
品
な
ど
の
製

造
な
ど
に
携
わ
る
個
人
・
企
業
・
団
体

補
助
金
額　

補
助
対
象
経
費
か
ら
国
・

県
補
助
金
を
除
い
た
額
の
1
／
2
以
内

（
上
限
額
は
20
万
円
）

共
通
項
目

申
込　

8
月
4
日
㈮
〜
22
日
㈫
に
、
所

定
の
用
紙
（
同
準
備
室
に
あ
り
ま
す
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を

添
え
て
同
準
備
室
へ

※
審
査
に
よ
り
交
付
決
定
し
ま
す
。

↓
宮
後
町
会

↓
↑
中
須
区
会
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墓地価格

墓所面積 永代使用料（円） 墓地管理料	
（円／ 3年）㎡ 間口×奥行（ｍ） 東向区画 西向区画

2 1.3×1.5 208,000 192,000 4,680 

3
1.5×2.0

312,000 288,000 7,020 
1.75×1.75

4 2.0×2.0 420,000 388,000 9,360 

6
2.5×2.4

636,000 588,000 14,040 
3.0×2.0

8
2.5×3.2

856,000 － 18,720 
3.2×2.5

10 2.5×4.0 1,080,000 － 23,400 
12 3.0×4.0 1,296,000 － 28,080 
20 4.0×5.0 2,160,000 － 46,800 

※墓地管理料は、1㎡につき 780円／年です。

永代管理料

墓所面積（㎡） 永代管理料（円）

2 600,000	

3 790,000	

4 990,000	

6 1,380,000	

8 1,780,000	

10 2,200,000	

伊
勢
都
市
計
画
公
園

変
更
案
の
縦
覧

都
市
計
画
課（
☎
㉑
5
5
9
1
）

　

伊
勢
都
市
計
画
公
園
〔
2
・
2
・
61
う

え
や
ま
公
園（
仮
称
）
と
2
・
2
・
62
高

向
西
公
園（
仮
称
）〕
の
都
市
計
画
案
を

縦
覧
し
ま
す
。

縦
覧
期
間　

8
月
3
日
㈭
〜
17
日
㈭

縦
覧
場
所　

同
課
・
御
薗
総
合
支
所
産

業
建
設
課
・
豊
浜
支
所
・
伊
勢
図
書
館

　

案
に
つ
い
て
ご
意
見
が
あ
る
人
は
、

縦
覧
期
間
内
に
、
意
見
書
を
同
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
資
格　

市
民
ま
た
は
利
害
関
係
人

提
出
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送
・
�
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課
（
〒
516-

8601
岩
渕
１

丁
目
7
ー
29
、
�
�
５
５
８
５
、
ア
ド

レ
スto

shikei@
city.ise.m

ie.jp

）
へ

都
市
計
画
審
議
会
の
公
開

都
市
計
画
課

（
☎
㉑
5
5
9
1
）

　

市
の
都
市
計
画
に
つ
い
て
調
査
審
議

を
行
う
、
都
市
計
画
審
議
会
を
公
開
し

ま
す
。

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
同
課
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

と
き　

8
月
31
日
㈭
、
午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
3
階
・
委
員

会
室

内
容　

伊
勢
都
市
計
画
公
園
の
変
更
に

つ
い
て　

ほ
か

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料

（
農
業
集
落
排
水
使
用
料
）

の
納
付

料
金
課（
☎
㉑
5
6
1
4
）

　

水
道
料
金
と
下
水
道
使
用
料
（
農
業

集
落
排
水
使
用
料
）
が
、
8
月
以
降
に

発
送
す
る
納
入
通
知
書
に
よ
り
、
郵
便

局
（
三
重
・
愛
知
・
岐
阜
・
静
岡
県
の

み
）
で
も
支
払
い
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
納
付
に
は
、
便
利
な
口
座
振

替
も
利
用
で
き
ま
す
。

申
込　

左
記
の
取
り
扱
い
金
融
機
関
へ

8
月
以
降
に
発
送
す
る
納
入
通
知
書
で

納
付
で
き
る
場
所

■
取
り
扱
い
金
融
機
関

百
五
銀
行
、
み
ず
ほ
銀
行
、
三
菱
東
京

Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
三
重
銀
行
、
中
京
銀
行
、

第
三
銀
行
、
三
重
信
用
金
庫
、
東
海
労

働
金
庫
、
伊
勢
農
業
協
同
組
合
、
三
重

県
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
、
郵
便

局（
三
重
・
愛
知
・
岐
阜
・
静
岡
県
の
み
）

■
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
バ
ー
コ

ー
ド
が
あ
る
も
の
の
み
）

サ
ー
ク
ル
Ｋ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、

ロ
ー
ソ
ン
、
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
、
サ
ン
ク

ス
、
エ
ー
エ
ム
・
ピ
ー
エ
ム
、
コ
コ
ス

ト
ア
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
デ
イ
リ
ー

ヤ
マ
ザ
キ
、
ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス
ト

ア　

な
ど

■
市
の
担
当
窓
口

同
課
・
各
総
合
支
所
上
下
水
道
課
・
各

支
所

〜
自
然
と
調
和
し
た
〜

や
す
ら
ぎ
公
園
墓
所

伊
勢
や
す
ら
ぎ
公
園
管
理
事
務
所

（
☎
㉔
8
5
0
9
・
㉘
３
３
６
７
）

　

こ
れ
か
ら
墓
所
を
購
入
し
よ
う
と
考

え
て
い
る
人
は
、
一
度
や
す
ら
ぎ
公
園

墓
所
を
見
学
し
て
く
だ
さ
い
。

　

無
料
の
専
用
バ
ス
も
運
行
し
て
い
ま

す
の
で
、
い
つ
で
も
気
軽
に
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
墓
地
の
継
承
者
に
つ
い
て
心

配
な
人
の
た
め
に
、
永
代
管
理
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。

墓
地
使
用
者
へ

　

住
所
を
変
更
さ
れ
た
場
合
は
、
必
ず

同
事
務
所
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
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勢田川水質調査結果

姫之橋

1.8

5.5

3.5

北新橋

4.2

7.3

7.5

勢田大橋

2.6

4.9

3.8

一色大橋

2.1

1.3

2.0

勢田川

環境基準

測定地点

（6月21日　西日本技術コンサルタント　分析）

BOD
（mg／ℓ）

5mg／  以下（勢田大橋）

H18年
6月結果

H17年
6月結果

H17年度
平均

ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）
　河川の汚濁物質（有機物）による汚れの指標で、数値が大
きいほど汚れていることを示します。
　水中の汚濁物質が微生物によって分解されるときに消費さ
れる酸素の量を「ミリグラム／リットル」で表したものです。

終
戦
当
時
の
引
揚
者
が
預
け
た

通
貨
・
証
券
な
ど
を
返
還

財
務
省
名
古
屋
税
関
四
日
市
税
関
支
署

津
出
張
所（
☎
津
0
5
9
・
2
3
4
・
4
1
6
1
）

　

引
揚
者
か
ら
お
預
か
り
し
た
、通
貨
・

証
券
な
ど
を
返
還
し
て
い
ま
す
。

　

返
還
の
申
し
出
は
、
家
族
で
も
結
構

で
す
。

対
象

●		

終
戦
後
、
外
地
か
ら
の
引
揚
者
が
、

上
陸
地
の
税
関
ま
た
は
海
運
局
に
預
け

た
通
貨
・
証
券
な
ど

●		

外
地
の
引
揚
集
結
地
で
、総
領
事
館
・

日
本
人
自
治
会
な
ど
に
預
け
た
通
貨
・

証
券
な
ど

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

県
教
育
委
員
会
高
校
教
育
室

（
☎
津
0
5
9
・
2
2
4
・
2
9
1
3
）

　

国
は
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で
就
学

義
務
を
猶
予
・
免
除
さ
れ
、
中
学
校
を

卒
業
し
な
か
っ
た
人
に
、
中
学
校
卒
業

程
度
認
定
試
験
を
行
い
ま
す
。

　

合
格
す
る
と
、
高
等
学
校
の
入
学
資

格
が
取
得
で
き
ま
す
。

試
験
日　

11
月
6
日
㈪

申
込
期
間　

8
月
25
日
㈮
〜
9
月
12
日
㈫

（アナログ 10 チャンネル）

■特集（8月）

大地震に備えて

　
■お知らせ

（7/31〜8/6 ）
● 要約筆記講座

（8/7〜13 ）
● パートナーの日
● おばたまつり
● 第28回非核平和空襲展

（8/14〜20 ）
● 伊勢市職員募集

（8/21〜27 ）
● 赤ちゃん訪問
● 国民健康保険料の軽減

（8/28〜9/3 ）
● 環境リサイクルフェア　フリーマーケット

出店者・写真展作品の募集
● 基本健康診査・歯周疾患検診

　
■市民活動ニュース「おいないパルティ」
　
※アナログ 10 チャンネルでは、午前6時・9時、正午、午後3時・6時・
9時から放送を行っています。

　

（アナログ 21 チャンネル）

　御薗地区のみの放送で、アナログ 10 チャン

ネルと同じ「特集」「お知らせ」などの行政情

報や、お天気情報、防災情報をお伝えします。

　
 （アナログ 8 チャンネル・デジタル 701チャンネル）

■ニュース　※毎日午後7時更新

■リポート　（企画番組） ※毎週月曜日更新

■ミニコーナー　（情報番組） ※随時更新

■お木曳特別番組　※８月22日～26日を除く
※アナログ 8チャンネル・デジタル 701 チャンネルでは、午前7
時〜翌日午前2時の毎時0分から、繰り返し放送を行っています。
　また日曜日は、その週に放送されたニュース・リポートをまと
めて放送します。

※放送時間や内容が変更することがあります。ご了承ください。

秘書広報課（☎㉑5515 ）

コミュニティチャンネル

「みて  きいて  伊勢」



平成18年8月号 ��

8 月の無料相談
種別 相談日など 

と　き 毎週月曜日　午後1時30分～3時30分
ところ 秘書広報課広報広聴係
 （☎21－5515）
対　象 市内に住所を有する人
申　込 相談日当日の午後1時15分まで
 に秘書広報課へ来所
定　員 １日につき8人まで
 （定員を超えた場合は抽選）

と　き 8月3日㈭
 午後1時30分～3時30分
ところ 社会福祉協議会伊勢支所
 （伊勢市福祉健康センター内）
 （☎27－2425）
対　象 市内に住所を有する人
申　込 相談日当日の午後1時15分までに
 社会福祉協議会伊勢支所へ来所
定　員 ４人（定員を超えた場合は抽選）

と　き 8月17日㈭
 午後1時30分～3時30分
ところ 社会福祉協議会二見支所
 （二見ふれあいプラザ内）
 （☎43－3994）
対　象　市内に住所を有する人
申　込 相談日の2週間前（8月3日）から前
 日（8月16日）までに、社会福祉協
 議会二見支所へ来所または電話
定　員　4人（定員を超えた場合は抽選）

と　き 9月7日㈭　午後1時30分～3時30分
ところ 小俣公民館
対　象 市内に住所を有する人
申　込 相談日の2週間前（8月24日）から
 社会福祉協議会小俣支所（☎27
 －0509）へ来所または電話
定　員 4人（先着順）
※８月中に申し込みを開始するため、今月号で掲載します。

と　き 第2・3水曜日（8月9日・16日）
 午前10時～午後3時
ところ 秘書広報課広報広聴係
 （☎21－5515）
申　込 相談日当日の午前8時30分から
 秘書広報課へ電話
定　員 1日につき4人まで（先着順）

と　き 月曜日～金曜日　
 午前9時～午後4時 
 （受付は午後3時30分まで）
ところ 三重県栄町庁舎
	 （交通事故相談窓口）
 （☎津059－228－7350）

と　き 第2・4火曜日　（8月8日・22日）
 午後1時～4時
 （受付は午後3時まで）
ところ 秘書広報課広報広聴係
 （☎21－5515）

法 律

と　き 第3木曜日（8月17日）
 午前9時30分～11時30分
ところ 秘書広報課広報広聴係
 （☎21－5515）
申　込 相談日当日の午前8時30分から
 秘書広報課へ電話
定　員 4人（先着順）

(　　　)
多重債務
	クレジット		
	消費者金融	

(　　 )
公 証
遺　　言
契約証明

交通事故

行　　政

種別 相談日など 

【市政相談・行政相談】
と　き 8月8日㈫　午前10時～午後3時
ところ 二見生涯学習センター
（問い合わせ）二見総合支所地域振興課
　　　　   （☎42－1111）

【市政相談・行政相談】
と　き 第1水曜日（8月2日）
 午後1時～3時   
ところ 小俣公民館
（問い合わせ）小俣総合支所地域振興課
 　 （☎22－7858）

【市政相談】
と　き 8月15日㈫　午後1時～3時
ところ 御薗公民館
（問い合わせ）御薗総合支所地域振興課
 　 （☎22－0235）

と　き 第2火曜日（8月8日）
 午後1時～4時
 （受付は午後3時まで）
ところ 秘書広報課広報広聴係
 （☎21－5515）

と　き 第2木曜日（8月10日）
 午後1時～4時
 （受付は午後3時まで）
ところ 秘書広報課広報広聴係
 （☎21－5515）

と　き 毎週火曜日・水曜日・金曜日
 午前9時30分～午後4時30分
ところ 津地方法務局伊勢支局
 （☎28-6158）

と　き 第1木曜日（8月3日） 
 午後1時～4時
 （受付は午後2時まで）
ところ 秘書広報課広報広聴係
 （☎21－5515）

と　き 月曜日～金曜日　
 午前9時～午後4時
ところ 三重県栄町庁舎
	 （消費生活相談窓口）
 （☎津059－228－2212）
　 商工政策課（☎21－5512）

市 政

登 記

人　　権	

消費生活	

種別 相談日など 

と　き 月曜日～金曜日　
 午前9時～午後4時
ところ 福祉総務課（☎21－5556）

と　き 月曜日～金曜日　
 午前9時～午後5時
ところ 児童長寿課（☎21－5561）

と　き 月曜日～金曜日 
 午前8時30分～午後5時
ところ 児童長寿課（☎21－5561）

と　き 月曜日～金曜日　
 午前9時～午後4時
ところ 大世古保育所（☎25－3676）

と　き 月曜日～金曜日　
 午前9時～午後5時
ところ 教育研究所
 （八日市場町17-30・戦災復興会館内） 
 （☎22－0285、22－0347）

と　き 毎週水曜日・木曜日  
 午後１時～5時
ところ 教育研究所
 （八日市場町17-30・戦災復興会館内） 
 （☎22－0285、22－0347）

と　き 月曜日～金曜日
 午前9時～午後4時
ところ 青少年相談センター
 （厚生中学校内）
 （☎28－6344）

と　き 毎週火曜日（８月１日を除く）　
 午前10時～午後4時
ところ サンライフ伊勢
対　象 市内に在住または通勤している
 35歳以下の人、またはその保護
 者、学校の進路担当教諭
申　込 おしごと広場みえ（☎津059－
 222－3309）または、商工政策
 課（☎21－5568）へ電話
定　員 1日につき5人まで（先着順）

婦 人

母 子

乳 幼 児

と　き 火曜日～日曜日　
 午前9時～午後5時
ところ 家庭教育相談室「スマイルいせ」	
 （生涯学習センターいせトピア内）
 （☎21－0910）

家庭児童

家庭教育

臨床心理士などによる

カウンセリング
（要予約）
（小中学生の教育）

就 職

種別 相談日など

と　き 火曜日・日曜日・祝日を除く毎日

 午前9時～午後5時

ところ 中高年齢者職業相談室

 （サンライフ伊勢内）

 （☎28－1267）

と　き 毎日24時間対応

ところ 各在宅介護支援センター

 神路園（☎22－6012）

 双寿園（☎23－9231）

 白百合園（☎27－1511）

 山咲苑（☎26－2600）

 正邦苑（☎38－1800）

 みなと（☎35－0811）

 楽寿苑（☎31－0050）

 二見ふれあいプラザ（☎43－4423）

 小俣（☎27－1155）

相談方法  電話・来所

と　き 月曜日～金曜日

 午前8時30分～午後5時15分

ところ 伊勢市地域包括支援センター

 （伊勢市福祉健康センター内）

 （☎27－2431）

と　き 第4水曜日（8月23日）　

 午後1時～3時

ところ 社会福祉協議会二見支所

	 （二見ふれあいプラザ内）

 （☎43－3994）

と　き 第1水曜日（8月2日）　

 午後1時～3時

ところ 小俣公民館

（問い合わせ）　社会福祉協議会小俣支所

 　　 (☎27－0509）

と　き 第２水曜日（8月9日）　

 午後1時～3時

ところ 社会福祉協議会伊勢支所 

 （伊勢市福祉健康センター内）

 （☎27－2425）

と　き 第3水曜日（8月16日）　

 午後1時～3時

ところ ハートプラザみその

（問い合わせ）社会福祉協議会御薗支所

 　  (☎22－6617）

中高年齢者
職 業

老 人
在宅介護

心配ごと

教 育
小中学生の不登
校・いじめ・友人
関係・学習など

青 少 年
（非行・いじ
めなど）

担当弁護士が、
既に相手方の相
談を受けている
場合は、相談を
受けられません



平成18年8月号��

8 月の無料相談
種別 相談日など 

と　き 毎週月曜日　午後1時30分～3時30分
ところ 秘書広報課広報広聴係
 （☎21－5515）
対　象 市内に住所を有する人
申　込 相談日当日の午後1時15分まで
 に秘書広報課へ来所
定　員 １日につき8人まで
 （定員を超えた場合は抽選）

と　き 8月3日㈭
 午後1時30分～3時30分
ところ 社会福祉協議会伊勢支所
 （伊勢市福祉健康センター内）
 （☎27－2425）
対　象 市内に住所を有する人
申　込 相談日当日の午後1時15分までに
 社会福祉協議会伊勢支所へ来所
定　員 ４人（定員を超えた場合は抽選）

と　き 8月17日㈭
 午後1時30分～3時30分
ところ 社会福祉協議会二見支所
 （二見ふれあいプラザ内）
 （☎43－3994）
対　象　市内に住所を有する人
申　込 相談日の2週間前（8月3日）から前
 日（8月16日）までに、社会福祉協
 議会二見支所へ来所または電話
定　員　4人（定員を超えた場合は抽選）

と　き 9月7日㈭　午後1時30分～3時30分
ところ 小俣公民館
対　象 市内に住所を有する人
申　込 相談日の2週間前（8月24日）から
 社会福祉協議会小俣支所（☎27
 －0509）へ来所または電話
定　員 4人（先着順）
※８月中に申し込みを開始するため、今月号で掲載します。

と　き 第2・3水曜日（8月9日・16日）
 午前10時～午後3時
ところ 秘書広報課広報広聴係
 （☎21－5515）
申　込 相談日当日の午前8時30分から
 秘書広報課へ電話
定　員 1日につき4人まで（先着順）

と　き 月曜日～金曜日　
 午前9時～午後4時 
 （受付は午後3時30分まで）
ところ 三重県栄町庁舎
	 （交通事故相談窓口）
 （☎津059－228－7350）

と　き 第2・4火曜日　（8月8日・22日）
 午後1時～4時
 （受付は午後3時まで）
ところ 秘書広報課広報広聴係
 （☎21－5515）

法 律

と　き 第3木曜日（8月17日）
 午前9時30分～11時30分
ところ 秘書広報課広報広聴係
 （☎21－5515）
申　込 相談日当日の午前8時30分から
 秘書広報課へ電話
定　員 4人（先着順）

(　　　)
多重債務
	クレジット		
	消費者金融	

(　　 )
公 証
遺　　言
契約証明

交通事故

行　　政

種別 相談日など 

【市政相談・行政相談】
と　き 8月8日㈫　午前10時～午後3時
ところ 二見生涯学習センター
（問い合わせ）二見総合支所地域振興課
　　　　   （☎42－1111）

【市政相談・行政相談】
と　き 第1水曜日（8月2日）
 午後1時～3時   
ところ 小俣公民館
（問い合わせ）小俣総合支所地域振興課
 　 （☎22－7858）

【市政相談】
と　き 8月15日㈫　午後1時～3時
ところ 御薗公民館
（問い合わせ）御薗総合支所地域振興課
 　 （☎22－0235）

と　き 第2火曜日（8月8日）
 午後1時～4時
 （受付は午後3時まで）
ところ 秘書広報課広報広聴係
 （☎21－5515）

と　き 第2木曜日（8月10日）
 午後1時～4時
 （受付は午後3時まで）
ところ 秘書広報課広報広聴係
 （☎21－5515）

と　き 毎週火曜日・水曜日・金曜日
 午前9時30分～午後4時30分
ところ 津地方法務局伊勢支局
 （☎28-6158）

と　き 第1木曜日（8月3日） 
 午後1時～4時
 （受付は午後2時まで）
ところ 秘書広報課広報広聴係
 （☎21－5515）

と　き 月曜日～金曜日　
 午前9時～午後4時
ところ 三重県栄町庁舎
	 （消費生活相談窓口）
 （☎津059－228－2212）
　 商工政策課（☎21－5512）

市 政

登 記

人　　権	

消費生活	

種別 相談日など 

と　き 月曜日～金曜日　
 午前9時～午後4時
ところ 福祉総務課（☎21－5556）

と　き 月曜日～金曜日　
 午前9時～午後5時
ところ 児童長寿課（☎21－5561）

と　き 月曜日～金曜日 
 午前8時30分～午後5時
ところ 児童長寿課（☎21－5561）

と　き 月曜日～金曜日　
 午前9時～午後4時
ところ 大世古保育所（☎25－3676）

と　き 月曜日～金曜日　
 午前9時～午後5時
ところ 教育研究所
 （八日市場町17-30・戦災復興会館内） 
 （☎22－0285、22－0347）

と　き 毎週水曜日・木曜日  
 午後１時～5時
ところ 教育研究所
 （八日市場町17-30・戦災復興会館内） 
 （☎22－0285、22－0347）

と　き 月曜日～金曜日
 午前9時～午後4時
ところ 青少年相談センター
 （厚生中学校内）
 （☎28－6344）

と　き 毎週火曜日（８月１日を除く）　
 午前10時～午後4時
ところ サンライフ伊勢
対　象 市内に在住または通勤している
 35歳以下の人、またはその保護
 者、学校の進路担当教諭
申　込 おしごと広場みえ（☎津059－
 222－3309）または、商工政策
 課（☎21－5568）へ電話
定　員 1日につき5人まで（先着順）

婦 人

母 子

乳 幼 児

と　き 火曜日～日曜日　
 午前9時～午後5時
ところ 家庭教育相談室「スマイルいせ」	
 （生涯学習センターいせトピア内）
 （☎21－0910）

家庭児童

家庭教育

臨床心理士などによる

カウンセリング
（要予約）
（小中学生の教育）

就 職

種別 相談日など

と　き 火曜日・日曜日・祝日を除く毎日

 午前9時～午後5時

ところ 中高年齢者職業相談室

 （サンライフ伊勢内）

 （☎28－1267）

と　き 毎日24時間対応

ところ 各在宅介護支援センター

 神路園（☎22－6012）

 双寿園（☎23－9231）

 白百合園（☎27－1511）

 山咲苑（☎26－2600）

 正邦苑（☎38－1800）

 みなと（☎35－0811）

 楽寿苑（☎31－0050）

 二見ふれあいプラザ（☎43－4423）

 小俣（☎27－1155）

相談方法  電話・来所

と　き 月曜日～金曜日

 午前8時30分～午後5時15分

ところ 伊勢市地域包括支援センター

 （伊勢市福祉健康センター内）

 （☎27－2431）

と　き 第4水曜日（8月23日）　

 午後1時～3時

ところ 社会福祉協議会二見支所

	 （二見ふれあいプラザ内）

 （☎43－3994）

と　き 第1水曜日（8月2日）　

 午後1時～3時

ところ 小俣公民館

（問い合わせ）　社会福祉協議会小俣支所

 　　 (☎27－0509）

と　き 第２水曜日（8月9日）　

 午後1時～3時

ところ 社会福祉協議会伊勢支所 

 （伊勢市福祉健康センター内）

 （☎27－2425）

と　き 第3水曜日（8月16日）　

 午後1時～3時

ところ ハートプラザみその

（問い合わせ）社会福祉協議会御薗支所

 　  (☎22－6617）

中高年齢者
職 業

老 人
在宅介護

心配ごと

教 育
小中学生の不登
校・いじめ・友人
関係・学習など

青 少 年
（非行・いじ
めなど）

担当弁護士が、
既に相手方の相
談を受けている
場合は、相談を
受けられません
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※外国人登録者を含む

総人口　	 136,790人（−13人）	 男　性　64,964人	（＋1人）

世帯数　52,308世帯（−36世帯）	 女　性　71,826人	（−14人）

人の動き（６月末現在）

　7月1日、生涯学習センターい

せトピアで第１回地域審議会が

開催されました。

　地域審議会は、地域住民の意

見を市長に届けるため、合併前

の旧4市町村単位でそれぞれ設

置されたもので、各種団体の代

表や公募の市民などで構成され

ています。

　この日は、委員や関係者約70

人が出席し、市長から委員の皆

さんに辞令が交付され、各地区

地域審議会ごとに、正副会長の

選出が行われました。

第1回地域審議会（４地区地域審議会合同開催）

　6月11日、新高公民館（御薗町）で防災訓練を行いました。

　この訓練は、地区で所有する防災機材の操作方法を、地

区住民に知ってもらおうと行ったものです。

　この日は、約30人が参加し、自衛消防団員からの指導を

受け、緊急用浄水器を使用して防火水槽の水を浄化した

後、チェーンソーや発電機などを操作しました。

新高地区防災訓練

　6月17日、宮川親水公園で、

自然観察会が行われました。

　参加した 20組の親子は、熱

心に先生の話を聞き、水辺の生

物や植物を観察していました。

　また、カヌー体験では、戸惑

いながらもパドルをこぎ、初め

ての体験を楽しんでいました。

水辺の自然観察会

　7月1日、山田奉行所記念館（御薗町）で、開館一周年と

的場開設披露のため、山田奉行所記念館友の会の企画によ

り、記念事業が開催されました。

　この日は、小笠原清忠さん（弓馬術礼法小笠原流教場宗

家）と門下生約50人が古式の装束をまとい、同記念館正門

前で、宗家による「屋越の蟇目」が、また、同記念館的場

では、複数の射手が的を射る「百々手式」が行われました。

　会場を訪れた約350人の観客は、古式ゆかしい弓の儀式

を楽しみました。

山田奉行所記念館で

「屋
や

越
ごし

の蟇
ひき

目
め

・百
も

々
も

手
て

式
しき

」を開催

　7月7日、「二見七夕・星まつり」が始まり、

点灯式が行われました。

　これは、二見町の夫婦岩表参道を、青色と

白色の発光ダイオード（ＬＥＤ）の光で彩り、

天の川がきらめく参道をイメージしています。

　なお点灯は、8月31日までの間、午後7時

から 10時まで行います。

　また、期間中は、土曜日・日曜日を中心に、

プラネタリウムや街角コンサートなど、さま

ざまな催しを予定していますので、真夏の夕

涼みに、ぜひお越しください。

二見七夕・星まつり		開催中！




